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序章








　橘たちばな理り紗さは鼻歌を歌いながら、上機嫌でスーツケースに服やコスメポーチを詰めていた。

　来週から一週間、パリへ出張に行くことが決まったのだ。

　理紗の勤務先は超一流のグローバル企業で、東京をはじめ世界各国の主要都市に拠点を置いている。当然ながら社員は皆、海外への出張をこなさなければならない。

　大卒で入社した理紗も、この三年の間でニューヨークとシンガポールへは何度か行ったが、パリは今回が初めてである。

　大好きなゲームの舞台のモデルにもなった都市を、一度でいいから訪れてみたいとずっと願っていた。それが思わぬ形でようやく叶ったのだった。

　大学では英語の他にフランス語を履修していたので、その時に学んだことを大いに活かせるに違いない。

　マンションに帰ってすぐに、電話で家族に今回の出張の件を伝えると、二人とも自分のことのように喜んでくれた。父も母も、理紗が子供の頃からパリに憧れを抱いているのを知っていたからだろう。

　荷造りを全て終えたところで、理紗は以前購入した旅行ガイドを開く。

　エッフェル塔にエトワール凱旋門、ベルサイユ宮殿やノートルダム大聖堂など、パリには一度は見ておきたい名所で溢れている。

（せっかくの機会だし、ちょっと観光でもしてこようかな）

　幸い有給休暇は十日も残っている。今週の金曜日にでも取得して、早めに現地へ行くのも悪くない。それに、きちんと土産を買ってくれば、誰も文句を言わない筈だ。

　理紗はページをパラパラとめくり、気になったカフェやレストランを見つけて付箋を貼っていく。

　全ての店を訪れるのは無理かもしれないが、行ける範囲でいいので美味しいフランス料理やお菓子をたっぷり堪能したい。

　理紗はガイドブックを閉じると、憧れの地パリへと思いを馳せた。

（これが仕事としてではなく、素敵な人とデートで行くんだったら、もっと最高なんだけど）

　パリに限らず海外出張に行く時は、いつもそう願ってしまうのだった。

　今年の七月で二十六歳になる理紗だったが、交際している相手はおらず恋愛すらしたこともない。

　同じ趣味の人と付き合えばと言われたこともあるが、そういった相手はなぜか異性として見ることができないのだ。

　理紗が憧れているのは、大人の魅力に溢れた年上の男性である。

（でも、そんな素敵な人が、私に興味を示す筈ないよね……）

　そんな相手と恋に落ちるという夢物語など、どこにでもいる普通のＯＬには到底起こり得ないだろう。

　理紗は淡い期待を振り払うと、まだ途中だった荷造りの続きを再開する。

　今度の出張が、自身の人生に大きな変化をもたらすことになるなど、このときの理紗は知る由もなかった。







第一章　～憧れの人に魅せられて～








　理紗が乗っていた飛行機が、シャルル・ド・ゴール国際空港へ到着したのは、午後三時過ぎだった。

　雨が降っていた東京とは対照に、パリは清々しい青空が広がっている。

　長いフライトによる疲労感は少しあるものの、パリを楽しみにしていたのもあってか最高に気分が良い。

　初めての海外出張では、ひどい時差ボケに襲われて体調不良に見舞われたが、何度も行くうちに対処できるようになっていった。

　フライトでは特に問題はなかったが、やはり手荷物検査場でチェックを受けるのは妙に緊張してしまう。

　海外の空港や検問所などを取り扱った番組で、よく旅行客が揉め事を起こす場面を見ているからだろうか。

　テレビ越しでは笑ったり呆れたりできるが、いざ自分の立場になると、もし引っかかったらどうしようと考えてしまうのだ。

　理紗の前に並んでいた人は、何か申告漏れがあったようで、職員に呼び止められて色々質問を受けていた。

　何の問題もなく無事にターミナルを抜けた理紗は、空港の外に出たところで大きく伸びをしながら深呼吸する。

　フライトでは何時間も密閉された場所にいるので、現地へ着くたびにこうして新鮮な空気を体に取り入れている。

　それから理紗はロータリーでタクシーを拾い、目的地を告げて近くまで乗せていってもらう。

　運転手は気さくな中年男性で、自分にも理紗と同い年ぐらいの娘がいることや、パリでおすすめのカフェなど色々と話してくれた。

　おかげでタクシーに乗っている間も、退屈せずに有意義な時間を過ごすことができた。

　料金を払って車から降りる際、運転手は「良い旅を」と明るく見送ってくれた。

　それに対し理紗は、フランス語で「ありがとう」と笑顔で返す。

　宿泊先のホテルでチェックインを済ませると、部屋に荷物を置いてベッドに横たわる。

　高級ではないが、なかなか良いホテルである。おまけに支社からも近く、周辺にも色々と店があるので何かと便利だ。

　さすがに今日は、街を回れるほどの体力はないので、先程教えてもらったカフェにでも行ってみるとしよう。

（その前に、下見がてらに支社の方にも顔を出しておこうかな）

　三十分ほど休憩したところで、理紗は外出用のバッグを持って部屋を出ようとする。

「いけない、すっかり忘れてた……」

　扉を開けたところですぐに部屋へ戻ると、思い出したようにスマホを取り出してメール画面を開いた。

　海外出張の際は必ず、現地へ着いたら家族にメールで連絡することになっている。このままずっと忘れていたら、心配性の父から電話がかかってきたに違いない。

　日本との時差は約七時間なので、実家がある高崎は夜の十時ぐらいだ。理紗の家は自営業なので、明日の開店の準備に勤しんでいる頃だろう。

　簡潔な文章を打って送信すると、すぐに母から「安心しました。楽しんできてね」と返ってきた。

　それを読んで微笑んだ理紗は、今度こそ部屋を出て一階へ下りていく。

　ホテルを出たところで、改めて街を見渡した。

　無機質な高層ビルが建ち並ぶ東京とは違い、ここパリはアール・ヌーボーの美しい建造物が多い。

　こうしてこの場に立っているだけで、別世界に足を踏み入れたような錯覚を覚える。

　理紗は街の風景を何枚かスマホで撮影し、さっそくＳＮＳに投稿した。

　出張で来られただけでも嬉しいが、やはり素敵な男性と二人で訪れたかったと思わずにはいられない。

　――その願いを実現するには、まず恋人を見つけることが大前提なのだが。

　それからホテルを離れて西へ向かい、道なりに歩くこと約十五分。通りの向かいに会社のビルが見えてくる。

（近いからって油断せず、遅刻しないように気を付けないと）

　信号が変わるのを待っていると、背後からいきなり肩を叩かれた。

　驚いて振り返ると、茶髪のスポーツ刈りに革ジャン姿の男が、しまらない笑みを浮かべて理紗を見ていた。

　顔立ちから判断して日本人に間違いないだろう。それにしても初対面相手に図々しい男である。

　理紗は不快感を露わにして顔をしかめるが、男はそんなことなどお構いなしに日本語で喋り始めた。

「やあ、君も同じ日本人だよね？　すごくかわいい子だね。もしかしてモデルだったりする？　いや、その体型ならグラドルかな？」

　言動が不愉快なうえに、こちらを見てくる目つきもいやらしい。特に胸元をじっと見つめられ、嫌悪感が込み上げてくる。

　パリへ来てまでこんな軟派な男に声をかけられるなど、せっかくの楽しい気分が台無しだ。

「すみませんが急いでいるので……」

　信号が青になったと同時に、理紗は早足で横断歩道を渡った。

　だが、男はしつこく彼女に付きまとってくる。

「お互い一人旅なんて寂しいじゃないか。せっかくこうして会えたんだから、一緒に花の都を満喫しようよ。金ならたくさんあるから不自由はさせないよ」

　そう言うと男は理紗の肩を抱き、自分の方へと引き寄せてきた。

「やめて下さい！」

　あまりにも馴れ馴れしい行為に、理紗は悲鳴に近い声を上げて突き飛ばした。

　その途端、男は軽薄な態度を一変させて脅しにかかってくる。

「俺がどこの誰だかわかっているのか？　俺の実家は海運会社を経営してるんだぞ。こんなことして、ただで済むと思うなよ」

　こんな風に脅迫されるのは初めてのことで、理紗は恐怖のあまり立ち竦んでしまう。

　すぐにでも助けを求めたいが、ますます男を逆上させてしまう気がして、声を出すことができずにいた。

　道行く人達も揉め事には関わりたくないようで、誰もが見て見ぬふりをして通り過ぎてしまう。

　すっかり怯え切った理沙を見て、男は勝ち誇ったように下卑た笑みを浮かべる。

「そうそう、そうやって大人しくしていれば、悪いようにはしないよ。それじゃあ、行こうか」

　男が理紗の腕を掴もうとしたところで、横から紳士が近づいてきて、「やめたまえ」と冷静な声音でいさめた。

　理紗はその紳士の姿をまじまじと見つめる。

　背が高い上にモデルのような体型をしており、かっちりとしたスーツを身にまとっている。

　年齢は四十前後と思われるが、オールバックの髪は艶のある漆黒で、彫りが深く整った顔には皺一つない。

　間違いない、彼は理紗が勤める会社のＣＥＯだ。

　入社して間もない頃に、東京の本社で一度だけ見かけたことがある。

　その当時から、一目見るなり素敵な人だと感じていたが、その魅力は微塵も変わってない。いや、むしろ更に磨きがかかった気がする。

（まさか……こんな所でまた会えるなんて……）

　こんな状況であるにも拘わらず、理紗はその紳士に心惹かれてしまう。

「何だよあんた。俺に向かって指図するんじゃねぇ」

　注意されたことで男は逆上して社長に掴みかかろうとする。

　しかし社長の方は、あくまでも冷静に対応するのだった。

「自分の権力を振りかざして、嫌がる女性に強引に迫るのはこの上なく見苦しい行為だ」

「俺は彼女とデートしてたとこなんだよ。そうやって言いがかりつけると、名誉棄損で訴えるぞ」

　あからさまな嘘をついて微塵も反省しない男に、怒りを通り越して呆れてしまう。

「あの、私……この人とデートなんか――」

　さすがにこれ以上は黙っていられず、理紗はすかさず反論するも、軟派男は「お前は黙ってろ！」と恫喝してくる。

「いい加減にしたまえ」

　社長は先程よりも強い口調で諫めた。

「その場限りの嘘で言い逃れしようとするばかりか、都合が悪くなると相手を恫喝するとは、収賄罪で逮捕された君の父親と本当にそっくりだな」

「あんた、俺のこと知ってるのかよ……？」

　軟派男は顔を引き攣らせて動揺を見せていた。

　先程までの威勢は完全に消失している。それだけでこの男が、弱い者相手にしか威張れない小物だというのがわかる。

　その後も社長は間髪を入れずに、男を徹底的に追い詰めていく。

「君も噂によれば、投資に失敗して多額の借金を負った挙句、お兄さんに肩代わりしてもらったそうじゃないか。それなのに公の場でこのようなことをしたら、君の実家はますます社会から信用を失い、更には君自身の将来にも影響が出るのでは？　それに、頑張って会社を立て直したお兄さんにも、申し訳ないと――」

「もういい、それ以上言うな！」

　よほど触れられたくない話題だったのだろう。男は大声で怒鳴って社長の話を遮る。

「あんたのせいで興が削がれちまっただろうが。こんな女くれてやるよ」

　完膚無きまでに言い負かされた男は、捨て台詞を吐いてその場から去って行った。

（すごい、あんな風に言い負かしてしまうなんて……）

　理紗はしばしの間、感心して社長に見入っていた。

　感情的にならず、冷静に相手を打ち負かす様は、見ていてとても清々しかった。同時に、彼に対してときめきすら覚えていた。

　もし相手が他の人であったとしても、果たしてこれほど感動に満ちていたかどうかわからない。

　本当に、いい人に助けてもらえて良かったと、理紗は心の底から実感する。

　それから恩人をまっすぐ見据えると、表情を綻ばせて礼を言った。

「あの、ありがとうございます」

「なに、私は人として当然のことをしたまでだ」

　社長は優しい笑顔でそう言葉を返してくる。

　彼には少しも偉ぶったところがない。容姿だけでなく性格面でも、あの軟派男とは大違いだ。

　困っている相手を迷わず助け、こうして丁重に扱ってくれるその姿に、理紗はすっかり絆され頬を赤らめる。

「ところで、怪我はないかい？　橘理紗君」

　彼のことは一度見かけただけで、直接会話をしたこともなければ名乗ったこともない。

「はい、怪我は大丈夫ですが……。それより、どうして私の名前を？」

「君はとても優秀な社員として、上でも評判になって名前も広く知られているのだよ」

「そんな……買い被り過ぎです……」

　特に何か成果を上げたわけでもないのに、なぜそこまで高く評価されるのかまるで見当もつかない。

　それに、優秀な社員ならもっと他にふさわしい人がいる筈である。

　理紗が困惑していると、紳士は思い出したように「失礼」と告げる。

「自己紹介が遅れてしまったね。私は城しろ山やま貴たか明あき、どうかよろしく」

「はい、存じ上げております。私のせいでご迷惑をかけてしまい、申し訳ありません」

　自分がすぐ周囲に助けを求めれば、貴明を巻き込まずに済んだであろう。

　ＣＥＯである彼の手を煩わせたのが申し訳なくて、理紗は深々と頭を下げて謝った。

「悪いのはあの男の方なのだから、君が迷惑に感じることはない。とにかく、君が無事で本当に良かった。では、私はこれで失礼するよ」

　貴明はにこやかに去って行こうとするが、理紗はすぐさま「あの、待って下さい」と引き留めた。

「どうかしたのか？」

「本当にありがとうございました。私は何もできなかったばかりか、こうして社長の手を煩わせてしまって……。だから何かお礼させて下さい」

　理紗の申し出に貴明は驚いた様子で目を瞠るが、こちらを傷つけないよう考慮しながら優しく固辞してきた。

「先程も言ったように、私は人として当然のことをしたまでだ。だから君が恩返しなどする必要はない。君のその気持ちだけは受け取っておこう。それに、何もできなかったというのは間違いだ。君は相手に臆することなく、嫌だという意思をはっきり伝えた。それだけでも充分、勇気のある行動だよ」

　貴明にしてみれば、絡まれて困っていた理紗を助けたのは、当たり前の行動だったのだろう。

　だが、ただ助けられるだけでは、理紗の気が済まなかった。

「社長に助けていただいて、何のお礼もしないなんて私が嫌なんです。何でもしますのでどうかお願いします」

　深々と頭を下げる理紗を見て、貴明は苦笑交じりに「困ったな……」とつぶやいた。

　一社員の自分が、彼のためにできることなんて、何もないに等しいだろう。

　逆に迷惑をかけてしまったかと、理紗は慌てて謝罪する。

「ごめんなさい、出過ぎた真似をしてしまいました。今のは忘れて下さい……」

　理紗の厚意を無駄にしたくないと思ったのだろうか。しばしの間逡巡していた貴明は、意を決した様子で口を開く。

「そうだな……難しいかもしれないが、一つお願いしたいことがある」

「本当ですか？」

　ＣＥＯに頼ってもらえるのが嬉しくて、理紗は喜びを隠すことなく貴明の言葉を待った。

「私の婚約者になってほしい」

「はい……って、え？　私が……社長の婚約者!?　それって冗談ですよね!?」

　理紗は驚愕のあまり、自分が屋外にいることも忘れて大声を上げて訊き返してしまう。

　一瞬、自分が聞き間違えたのかと思った。

　だが、貴明の表情は真剣そのもので、嘘でも冗談でもなさそうである。

「ちょっと待って下さい、さすがにそれは無理です！　私、恋愛経験とか全然ないですし！」

　貴明に恋愛経験の有無を知られるのは恥ずかしかったが、嘘をつくよりはずっといいので正直に話した。

　何せ相手はＣＥＯだ。どう考えても自分では釣り合わないだろう。

「私は君のような、清楚な女性が好みなのでね。だからぜひお願いしたい」

「そう言われましても……」

　こんな素敵な男性から、好みだと言われて嬉しくないわけがない。しかし、だからといってすぐに「はい、わかりました」と承諾するなど無理な話だ。

　困惑する理紗をよそに、貴明はどんどん話を進めていく。

「婚約者といっても、あくまでも表向きの話だ。親族をはじめ周りの者が、いい加減身を固めろとうるさいものでね。今度開かれるセレブのパーティーで、君を紹介しようと考えているんだ」

　ようするに、貴明の偽装婚約者を演じるということだろう。

（いくら偽装でも絶対に無理だよ……）

　やはりできないことは、安易に引き受けるべきではない。かえって迷惑をかけるだけである。

　貴明には申し訳ないが、ここは丁重にお断りしようと口を開く。

「申し訳ありません。確かに何でもすると言いましたが、社長の偽装婚約者を演じるなんてできません。私は人生経験も浅いですし、何より社長の期待を裏切りたくないんです」

　ここまで言えば、さすがの貴明も諦めるに違いない。

　だが、理紗の考えは甘かった。

「ずっとしてほしいというわけではない。そのパーティーが終わったら解消する。それなら君も問題ないだろう？」

　どうやら貴明の方も、理紗が同意するまで引き下がるつもりはないようだ。

「……どうしても、私じゃないと駄目なんですか？」

　清楚な女性であれば、他にもっとふさわしい人がいる筈だ。何も自分である必要などどこにもない。

　そんな思いを胸に、理紗は駄目元で尋ねてみる。

「その通りだ」

　貴明は迷いのない口調で鷹揚に答えた。

　これは完全に、承諾以外に選択肢はないパターンだろう。

　何でもすると言ってしまった以上、今からその言葉を撤回するのは無理だ。

　誰かに助けを求めたいところだが、今度ばかりは救いの手を差し伸べてくれる人などいない。

　しかし、自社のＣＥＯがこうして自分を頼ってくれているのだ。こちらから申し出ておきながら断るなど、それこそ失礼に当たる行為になってしまう。

（彼は私を選んでくれたんだから、その期待にちゃんと応えないと……！）

　まだためらいはあったものの、理紗は貴明の依頼を引き受ける決意を固める。

「わかりました。お役に立てるよう、精一杯頑張りますのでよろしくお願いします」

　果たして本当に自分に務まるのだろうかと不安が募るが、その感情を表に出さないようにしながら理紗は深く一礼したのだった。

　

　

　パリに着いてからの数日間は、理紗にとって怒涛の時間とも言えた。

　貴明と偽装婚約者を演じることを決めた当日、その期間の打ち合わせを社長室にておこなった。

　その際、彼の秘書である槇まき村むら圭けい介すけとも顔合わせした。

　ノンフレームの眼鏡をかけた細身の男性で、年齢は三十代後半ぐらいと思われた。性格はとても温厚で優しく、軟派男に絡まれた理紗を心から気遣ってくれた。

　また、槇村は今回の偽装婚約の件を知る数少ない人物でもある。

　理紗はそんな彼に、自分が貴明の婚約者としてやっていけるかどうか、本人が席を外した隙に相談してみた。

「槇村さんは私に婚約者が務まると思いますか？」

「理紗さんなら大丈夫だと思ったから、あの方はあなたを選んだのだと思います。そうでなければこんな無茶苦茶な依頼はしませんよ」

「はぁ……」

　どうやら槇村も、理紗は貴明の婚約者にふさわしいと思っているらしい。

　それでも理紗はどうも自信が持てない。

　そんな彼女を安心させようとしてか、槇村は優しく助言してくれる。

「社長の婚約者を演じるからといって、変に緊張せず普段通りに振舞えば大丈夫です」

　だが、異性と暮らしたことのない理紗には、普段通りと言われてもどうすればいいのかわからない。

　偽装婚約者を演じている間の理紗は、社長命令で長期出張扱いということになっている。

　滞在先も宿泊先のホテルではなく、貴明の邸宅で暮らすことになった。

　その邸というのがまた立派な建物で、自分の存在がひどく場違いな気がしてならなかった。

「私……本当にここでお世話になっていいんですか？」

　むしろ迷惑になるのではと懸念して尋ねると、貴明は屈託のない笑顔で「もちろんだとも」とうなずいた。

「それに、男に襲われかけた君を、一人にしておくわけにはいかない」

　その言葉に他意はないのだろうが、自分の身を案じてくれる貴明の優しさに、理紗はたまらず胸を高鳴らせたのである。

　それだけに留まらず、貴明は毎日のように甘い言葉を告げて口説いてきた。

　偽装婚約者だから、もっとドライな関係になるものとばかり思っていただけに、こうして甘やかされるのは何とも意外だった。

　そのことに驚いていると、貴明から冗談とも本気ともわからない口調で、「妻になる女性を大切にするのは当然のことだろう？」とささやかれた。

　普段の生活の中で、貴明の言動にはいつもドキドキしてしまう。

　例えば彼が家で仕事に集中している時。

　その真剣な姿がかっこよく、理紗が思わず見惚れていると、不意打ちのように微笑み返された。嬉しさと同時に恥ずかしさも覚え、顔を赤らめているとクスッと笑われたのだった。

　広い豪華な邸宅で、憧れの男性と甘い日々を送っているものだから、つい本当の婚約者になったような気分にさせられてしまう。

　そのたびに理紗は、これはあくまでも偽装なのだからと、強く言い聞かせて自戒した。

（偽装なんかではなく、彼と本当に結ばれたら……）

　この数日間で、叶うことのない願望を幾度となく考えては、一人悶々と過ごしていたのだった。

　

　

　理紗が深くため息をついたとき、寝室の扉が開いて貴明が入ってくる。

「あっ、社長――じゃなくて貴明さん……」

　理紗は慌てて居住まいを正し貴明に向き直る。

　同棲生活を送る上でのルールの一つとして、彼を役職ではなく名前で呼ぶよう義務づけられた。

　普段は気を付けてはいるのだが、今みたいに少し油断するとつい社長と呼んでしまうのだ。

　案の定、貴明は困ったような顔をしていた。

「同棲生活を始めたばかりで仕方ないかもしれないが、もう少し私の婚約者らしく振舞ってくれると嬉しい。例えばもっと私に甘えるとか」

「すみません……」

　貴明をがっかりさせたことを負い目に感じ、理紗は頭を下げて謝罪の言葉を口にする。

（お役に立てるよう頑張りますって言ったけど、これじゃあ全然駄目だよね……）

　落ち込んで俯いていると、貴明に顎を掴まれそのまま上を向かされた。

「貴明……さん……？」

　貴明とばっちり目が合った理紗は、たちまち頬を赤らめていく。

「君に暗い表情は似合わない。どうか笑顔を見せてくれないだろうか？」

　貴明に優しく促され、理紗はやんわりと微笑んでみせる。

「こう……ですか……？」

「そう、その顔が見たかったんだ」

　貴明は満足げにつぶやくと、愛しげに髪を撫でてくれた。

　それがとても嬉しくて、理紗はより一層表情を綻ばせる。

　その直後、理紗の唇に柔らかいものが触れる。彼が唇を重ねてきたのだ。

（私、貴明さんにキスされたの……？）

　突然の口づけに戸惑い、理紗は驚いて目をぱちくりさせた。

　だが、それはほんの一瞬のことで、すぐに唇が離れていってしまう。

「すまない、君があまりにもかわいいものだから、つい抑えられなくなってね。嫌だっただろうか？」

「嫌なんかじゃありません」

　貴明の問いかけに、理紗は即座に首を横に振った。

　不快感など微塵も湧いてこない。それどころか胸が高鳴って、体の芯が熱く火照り始めている。

「良かった……」

　それから貴明は、もう一度理紗の唇に柔らかく口づけてくる。そしてそのまま間髪を入れずに口腔内に舌を入れられる。

　恋人同士がするような、淫靡さを孕んだ口づけだった。まるで貴明と本気で愛し合っているような錯覚を覚えてしまいそうである。

　――彼は今、何を思って口づけをしているのだろうか？

　貴明の真意がわからずやきもきする一方で、こうして互いの唇を重ねていることに一種の悦びを感じ始めていた。

「ん……っ……ふ……ぅ……」

　口蓋や歯列を優しくじっくり舐られ、理紗の胸の鼓動は一気に速くなっていく。

　甘く濃厚な口づけなど、自分には縁のないものだと思っていた。それが今、こうして憧れの男性からキスされているのだ。

「ん……んん……」

　その後も角度を変えて口づけられては、執拗に口腔内を蹂躙されていき、理紗の心はますますときめきに満ちていく。

（私……何でこんなにドキドキしてるんだろう……？）

　初めてキスされたことで動揺しているのだろうが、理由はそれだけではない気がする。

　それはやはり、相手が憧れの男性だからというのが大きいからに違いない。

　夢見心地で口づけを味わっていると、突然体がふわりと浮いたような感覚がした。

　貴明に抱き上げられたのである。

「た、貴明さん、降ろして下さい！　私、重たいでしょうし！」

　初めて男性に抱きかかえられ、理紗はすっかりうろたえてしまう。

「少しも重たくなどないよ」

　貴明は何でもないという風に答えるが、抱き上げられる側としては恥ずかしいことこの上ない。

　そうこうしているうちに、理紗は貴明によってベッドまで運ばれていく。

　上質なマットの上にそっと降ろされると、そのまま優しく押し倒された。

「貴明さん、一体……何を……？」

　この時点ですでに、これから起こり得ることは何となく想像がついたが、それでも理紗は訊かずにはいられなかった。

「もうわかっているんじゃないのか？」

　貴明は口の端をわずかに吊り上げて、意地悪く耳打ちしてくる。

　紳士的な貴明らしからぬ、サディスティックな言動だった。初めて目にする彼のもう一つの顔に、理紗はたまらず魅了されてしまう。

「婚約したからには、私はもっと君を深く知りたい。君の趣味嗜好はもちろん、感じ方とかもね」

「あん……」

　腰の辺りを撫でられた瞬間、理紗は思わず嬌声を上げてしまう。

（何、今の声……？）

　とても自分の口から出た声とは思えなかった。しかも、それを貴明にしっかり聞かれていたのかと思うと余計に恥ずかしい。

　恐る恐る貴明の様子を窺うと、彼は満足げに微笑んでいた。

「いい声だ、もっと君の反応を見せてほしい」

　言うが早いか貴明は、再び理紗の唇を奪い口腔内を舐っていく。

「ん……ぅ……」

　情熱的な口づけに酔わされていると、今度は夜着の中に手を入れられ直に体を弄られる。

　背中や腰を優しく撫でられ、下肢の奥がじわじわと熱くなるのが感じられた。

　貴明はしばしの間、理紗の体を撫で回したのち、サテンの上質な夜着をそっと脱がせた。

「あ……」

　肌が露わになると同時に、理紗は瞬く間に頬を赤らめる。

　就寝時はいつもブラジャーをつけていない。

　こうして脱がされるなど想定していなかったので、同棲生活を始めてからもその習慣を変えていなかったのだ。

　夜着を脱がされた今、理紗が身にまとっているのはショーツだけである。

　初めて異性に裸を見られる恥ずかしさから、理紗は貴明から離れようとした。

　しかし、彼によってすぐさま手首を掴まれ、身動きが取れなくなってしまう。

「どこへも逃がさないよ」

　優しい口調とは裏腹に、その声音には有無を言わせない強い響きが含まれていた。

　言葉通り本当に逃げられないのだと悟り、理紗はすぐに諦めて全身の力を緩める。

「いい子だ、理紗」

　貴明は満足げに笑うと、理紗に優しく口づけた。

　たったそれだけのことなのに、理紗の心はたちまち絆されていく。

「このまま続けてもいいだろうか？」

　貴明は逃がさないと言いつつも、こちらの意思を確認するように問いかけてくる。

　彼のそういった気遣いが嬉しくて、だから惹かれてしまうのだろうと改めて実感した。

「……はい」

　理紗は羞恥心から、今にも消え入りそうな声でうなずく。

　初めて抱かれるのが怖くないと言えば嘘になるが、同時にもっと触れられたいという欲望も湧いていた。

　そんな理紗の心情を察したのか、貴明は再度柔らかく口づけてから、ゆっくりとショーツを引き下げた。

　秘部を隠していた下着も脱がされ、理紗は文字通り生まれたままの姿となる。

「まさに無垢そのもので綺麗な体だ……」

　一糸まとわぬ姿となった理沙をじっくり見つめたのち、貴明はワイシャツのボタンを外していく。

　露わになった彼の上半身は、四十代とは思えないほど若々しく精悍そのものだった。また、日頃から鍛えているのか、引き締まっているだけでなく筋肉もついている。

　美しさとたくましさを兼ね備えた裸体に、理紗は心を奪われしばし見惚れていた。

　理紗がすっかり魅了されていると、貴明が再び覆いかぶさってくる。

「かわいい君が、どんな風に快感に溺れていくのか、とても楽しみだよ」

　貴明は官能的な声でささやくと、形の良い二つの柔丘をやんわりと掴んだ。

「あっ……」

　大きな手で優しく乳房を揉まれ、理紗はたまらず声を上げてしまう。

　裸を見られるだけでも恥ずかしいのに、こんな風に触れられたらますますおかしくなりそうだ。

　羞恥心に苛まれている理紗とは裏腹に、体はしっかりと快楽を覚え始めていた。

（本当の婚約者になるわけじゃないのに、こんなことしていいの……？）

　触れられたいと思っていたのに、何だかすごくいけないことをしている気がして、理紗は込み上げてくる快感をどうにか抑制しようとする。

　必死で自戒する理紗を見て、初めての情交に緊張していると思ったらしい。貴明は小さく笑うと優しくささやきかけてくる。

「まだ表情が硬いな。ほら、遠慮しないでもっと声を上げてごらん」

　貴明は豊満な膨らみを揉みしだきながら、淡く色づく乳首を指先で摘んで捏ね回した。

「あ、あ、あぁ……」

　その刹那、胸の先端から腰にかけて微弱電流のような痺れが走り、理紗は頬を赤らめたまま甘切なく喘ぐ。

「あ、あぁ……何……これ……」

　なぜ貴明に触れられただけで、体がこんなにも敏感に反応するのかわからない。

　初めて味わう未知の感覚に戸惑いつつも、淫靡に触れられて嬉しいという思いもあった。

「君のかわいい乳首も、少しずつ硬くなってきている」

「い、言わないで……下さい……。すごく……恥ずかしいです……」

　愛撫に快楽を覚えたのが急に恥ずかしくなり、いたたまれない気持ちになる。

　理紗が消え入りそうな声で訴えると、貴明は可笑しそうにククッと笑う。

　それから追い打ちをかけるように、硬く尖り始めた乳首を軽く引っ張った。

「ひゃ……ッ！」

　理紗は甲高い声を上げながら、体をビクビクと何度も震わせた。その動きに伴って、たわわな乳房も大きく揺れる。

　恥じらいながらも少しずつ感じている理紗を見た貴明は、豊乳を一際大きく揉みほぐしながら乳首を執拗に責め立てていった。

「は……あぁ……」

　淫靡な愛撫に理紗はすっかり絆され、憚りのない声で喘ぎながら身悶える。

　乳首も擦られるたびに疼きを増し、濃く色づいて硬さを増していくのだった。

（駄目……。恥ずかしいのに声、抑えられない……）

　いやらしく艶めいた声が、自分の口から出るとは夢にも思わず、理紗は耳を塞ぎたくてたまらなかった。

　しかも、淫らな痴態を晒す自分の姿が、貴明の瞳にしっかりと映っているのだ。考えただけで、この場から消えてしまいたい衝動に駆られる。

　だが、貴明から逃がさないと宣言されてしまった以上、逃げ出すことは不可能だろう。

「何だ？　まだ恥ずかしいのか？」

　顔を見ればわかる筈なのに、貴明はわざと意地悪な質問をぶつけてくる。

　理紗が顔を真っ赤にして黙り込んでいると、彼はまたしてもその端整な顔に色気を含んだ微笑を浮かべた。

　その笑顔がこの上なく魅力的で、理紗はうっとりと見つめてしまうのだった。

　すると貴明の表情が一変し、理知的な瞳に獰猛な光が宿る。

「無垢でありながら、私を誘惑するとは……。これでは抑えが効かなくなりそうだ……」

「え？」

　貴明の言葉の意味がわからず、理紗は首を傾げるばかりである。

「やれやれ、自覚がないのか……」

　そう言いつつも貴明は、なぜか愉しげに笑っていた。どうやらからかわれているらしい。

「まあいい。それなら時間をかけて、私の言葉の意味をわからせてやるまでだ」

　貴明はおもむろに乳房に顔を近づけ、胸の尖端に舌を這わせていく。

「あ、あぁ……いや……ぁ……」

　濡れた舌の感触が何とも淫猥で、指先で擦られた時よりもひどく感じてしまう。

　そればかりか、下肢の中心もますます火照って熱く疼いていた。

「嫌だと言っている割には、ずいぶんと嬉しそうに見えるが？」

　貴明はからかうような口調で告げると、乳輪の周りをなぞるように舐った。

「あ、うぅ……ん……」

　与えられる快感は、先程とは比べものにならないほど強く、気持ちよさのあまり体の震えが止まらなくなる。

　理紗は酩酊したように表情を蕩けさせ、何度もいやらしく喘いだ。

　初めてなのにこんなにも感じてしまうなど、まるで自分が痴女になったような気分だ。

　ふしだらになってはいけないと思うのに、官能の悦びを覚えた体はますます鋭敏に感じてしまう。

「や……っ……。貴明……さん……」

　理紗は喘ぎ混じりに貴明の名前を呼んだ。

　すると彼の舌戯は、より大胆なものへと変化していく。どうやらもっとしてほしいと解釈したようだ。

「や、あぁぁッ！　駄目、そんなに激しく……しないでぇ……！」

「君の方から誘っておきながら、何を言っているんだ」

　貴明は責め立てるように乳暈をじっくり舐め回す。

　その舌遣いに背筋がゾクゾクと慄き、気持ちよさのあまりふしだらなことを口走りそうになった。

「や、あっ……あぁぁ……ッ！」

　全身の快感は一段と強くなり、理紗はたまらず身を捩って逃げようとする。

　その刹那、貴明は上目遣いでじっと見据えてくる。

　彼の眼差しに射抜かれたように、理紗はその場から動けなくなってしまった。

「君をどこへも逃がさないと言った筈だが？」

「あ……」

　何か恐ろしいことをされるのではと思い、理紗は丸い瞳を潤ませて身を竦ませる。

　すると貴明はすぐさま、申し訳なさそうに眉をひそめた。

「すまない、怖がらせてしまったね。そんなつもりはなかったんだが……」

　怯える理紗をあやすように、貴明は理紗の癖のない黒髪を優しく撫でては、額や頬にそっと口づけを落としていく。

　それだけで彼女の心は解れていき、同時に彼の柔和な所作にさらに惹きつけられた。

　優しい愛撫に理紗が夢中になっていると、貴明は安心した様子で表情を和らげた。

「怖がらせてしまったお詫びに、今からもっと気持ちよくしてあげよう」

　貴明は乳頭に優しくキスしたのち、そのまま口に含んで乳輪ごと舐っていく。

「あぁ……ッ！」

　理紗は体を大きく仰け反らせて、一際甲高い嬌声を上げた。

　何度も刺激を与えられたからか、柔らかい愛撫も鋭敏に感じて無意識のうちに体を揺さぶらせてしまう。

　快楽に溺れる彼女の姿にそそられて、貴明は恍惚の笑みを浮かべてため息をついた。

　それから乳首に軽く歯を立てては、優しく吸ったり噛んだりして理紗を快楽へ堕としていく。

「はぁ……う……！」

　背筋から腎兪にかけてゾクゾクと震え、甘美な陶酔のうねりが全身を駆け巡る。

（一体……どうなっているの……？）

　自分の身に何が起きているか理解できず、理紗の頭の中は半ば真っ白になっていた。

　だが、貴明から淫靡に愛でられて、気持ちいいと感じているのも事実だった。

　――これではまるで、彼に触れられたいと望んでいたようではないか。

　考えた途端、一気に羞恥心が込み上げてきて、理紗はわずかに残った理性で戒めようとする。

　不意に、貴明の手が胸元から下肢へゆっくり下りていく。

「あ……ん……」

　臍や鼠径部、太腿などを愛でるように撫でられ、理紗は悩ましげな面持ちで喘いだ。

　それから貴明の長い指は、閉ざされた秘所をそっとなぞる。

「や……あ……」

　そのまま薄い和毛を指先で梳かれ、理紗は小さく悲鳴を上げて再び体を捩らせる。

　しかし貴明は、理紗の反応を愉しむように、熱心に恥毛を弄り続けるばかりだ。

「あぁ、貴明……さん……。それ以上は……弄らないで……」

　花唇を見られた上に陰毛まで弄られるなど、初めて抱かれる人間にとってはたまったものではない。

　今度ばかりは淫戯から逃げようと試みる理紗だったが、案の定すぐに貴明に阻止されてしまう。

「この期に及んで逃げようとするとは、君はいけない子だ」

　貴明は人の悪い笑みを浮かべると、秘められた花びらを露わにした。

「いや……」

　誰にも見せたことのない部分を暴かれ、理紗の羞恥心は頂点に達する。

　早く足を閉じて隠したいのに、貴明に膝裏を抱えられているため隠すことができない。

「こんなに濡れていて、とても綺麗だ……」

　貴明は恍惚とつぶやくと、濡れた恥裂を優しくなぞっていく。

「あ、あぁ……ん……ッ！」

　全身がざわざわと総毛立ち、淫蜜が長い指を伝ってとろりと溢れてくる。

　粗相をしたみたいで恥ずかしいのに、その一方でなぜかもっと弄られたいという気持ちも湧いてくる。

（どうして、こんな気持ちになるの……？）

　わけのわからないことだらけで理解が全く追いつかない。

「初めてでここまで濡らすとは。もしや、私からの愛撫を待ち望んでいたのかな？」

　貴明は意地悪く問いかけながら、露わになった花唇をくすぐり続けた。

「やめて……下さい……」

　暗に淫らな女だと告げられたみたいで、理紗はいたたまれない気持ちになる。

「悪い意味で言ったのではない。君がこうして感じてくれて、私はとても嬉しいよ」

　いくら貴明が褒めてくれようとも、理紗にしてみれば恥ずかしいことに何ら変わりはない。

「理紗、何も恥ずかしがることはない。思う存分、淫らに喘いでみせるんだ」

　貴明は優しい声音で告げたのち、上端部にある突起を指の腹で一撫でする。

「あぁんっ！」

　先程までとは比べものにならない快感が、下肢全体に込み上げてきて子宮の奥がジンと疼く。

　体を洗う時はくすぐったい程度なのに、こうして触れられるのが気持ちよくて、理紗は自分からねだってしまいそうになる。

「君はここが最も感じやすいようだ」

　貴明は淫蜜を塗りたくるように、肉芽をクリクリと擦り付けていく。

　優しく転がされた雌核は、淫靡な熱を帯びて小刻みに脈動を開始した。

「は、あぁぁ……」

　甘い刺激が絶え間なく駆け抜けて、鼻に抜けるような喘ぎが悩ましげに漏れる。

「貴明……さん……。そんなに……弄られたら……感じちゃう……」

　理紗は下肢を引き攣らせて、あられもないことを口にしてしまう。

　小さな突起を弄られるだけで、なぜこんなにも体が淫らに反応し、下肢の疼きが増していくのかわからない。

　しかも貴明にじっと見つめられているせいか、余計にひどく感じて足先まで淫靡な熱に浮かされていた。

「予想以上に良い反応だ……」

　貴明は嬉々とした様子で理紗の蜜口に指を挿入する。

「ひゃ……っ！」

　よもや陰唇に指を入れられるとは思わず、理紗は驚きのあまり悲鳴を上げて足を閉じた。

　どうにか貴明の指を追い出したいのに、彼は抜いてくれなかった。そればかりか、浅い部分をほぐすように動かしてきたのである。

「や……貴明さん、一体……何を……？」

　蜜壷で細長いものが蠢く感覚に慄き、理紗は震える声音で尋ねた。

「ここをしっかりほぐしておかないと、入れる時に辛いからね」

「あ……っ！　や、あぁ……ッ！」

　媚芯の中で妖しく動く指の感覚が、この上なく快感でたまらなくて理紗は無意識のうちに腰を動かしていた。

　恥ずかしい行為をされているにも拘わらず、全身は歓喜に震えるように熱く疼いている。高まっていた鼓動は更に速まり、心の奥底に眠る淫欲が少しずつ湧き上がってくる。

　官能の深みにはまっていく理紗に満足したのか、貴明の指を動かす速度も増していく。

「は、はぁ、あぁぁっ！」

　理紗は下肢を小刻みに痙攣させては、喜悦の面持ちで淫靡な声を上げる。

　貴明になぶられている恥裂も、嬉しそうに収縮しながら甘蜜を滴らせていた。

「ようやく素直になってきたようだ」

　貴明は声を弾ませながら、指を淫芯の奥へと進めていく。

「ひ、あぁ……う！」

　自分でも触れたことのない、未知の領域まで指を入れられた恐怖から、理紗は体を強張らせて悲鳴を上げた。

「無理をさせてしまってすまない……」

　貴明は理紗をあやすように、優しく髪を撫でてくれる。

　それだけで緊張が幾分か和らぎ、理紗は安心したようにホッと一息ついた。

「怖いことなど何もない。もう少しじっくりほぐしてあげるから、君はこのまま私に身をゆだねなさい」

　貴明は狭い淫溝を優しくほぐしながら、丸みを帯びた肉芽も指先で転がしていく。

「あぁぁん！」

　くすぐったさと同時に強い愉悦が下肢全体に迸り、理紗は歓喜の声を漏らして激しく身悶える。

　再び甘い嬌声を上げた理紗を見て、貴明は愛撫を徐々に激しくしていった。

「やっ！　あ、あぁ……駄目……！　体……変に……あぁぁッ！」

　理紗はいやいやとかぶりを振りながらも、絶え間なく湧き上がる快感から喘ぐのをやめられなかった。

　嬉々とした表情で理紗を眺めながら、貴明は媚芯を淫靡になぶり続ける。

　その指の動きに応えるように、可憐な尖りは小刻みに震えて赤く色づき、ますます蜜が滴ってくる。

「君のかわいい突起がどんどん膨らんでいく。そんなに私に触れられるのが気に入ったのかい？」

「わ、かり……ませ……あぁ――ッ！」

　自分で訊いておきながら、理紗の答えを遮るように蜜壷をわざと強く掻き乱す。

　少し痛かったものの、今の彼女にはその痛みさえ快楽に思えた。

「私が聞きたいのは、『はい』か『Ｙｅｓ』のどちらかだ。あるいは敢えてフランス流に、『Ｏｕｉ』でも構わないが」

　つまり返答は肯定しか認めないということだろう。

　声に出すのが恥ずかしくてたまらない。しかし、貴明からは肯定以外の返事は望まれていないのだ。

　この上ない恥辱に耐えながら、理紗は意を決しておずおずと口を開く。

「は、はい……。とても……気に入りました……」

　言い終えた時には顔から火が出そうだった。

　今にも泣き出しそうな理紗とは対照に、貴明は満面の笑みを浮かべていた。

「その言葉が聞きたかったのだよ」

　きちんと答えた褒美とばかりに、彼は理紗の唇に優しく口づけする。

　優しい愛撫と意地悪な言葉責めを、交互に与えられるのが何とも快感でたまらない。

　次はどんな淫らなことをされるのかと、ついふしだらな期待を抱いてしまいそうだ。

「君のその眼差し、まるで私に翻弄されるのを期待しているようだ。ならば、君の望みを叶えてあげよう」

　それから貴明はすぐに指戯を再開し、官能の芽と恥裂を容赦なく責めていく。

「ああぁ、あッ！　あぁん……ッ！」

　意識を持っていかれるような快感に襲われ、理紗は幾度となく悶絶した。

　花唇は歓喜に震えるように慄き、雌核も更に膨らみを増して艶めいていた。

　淫蜜は止め処なく溢れ出て、内股のみならず貴明の指やベッドシーツをいやらしく濡らす。

「よほど気持ちいいんだね。次から次へと溢れてくる」

　貴明はからかうようにささやくと、水音をわざと立てながら指を動かした。

「あぁ……。や……いや……」

　クチュクチュといやらしい音が耳につき、自身の淫欲が更に掻き立てられていくのがわかった。

　達ってしまいそうで怖いのに、早く達してしまいたい――矛盾した二つの感情に理紗は苛まれていくのだった。

「君のここ、蜜にまみれているせいで艶めきを増していて、とても綺麗だ……」

　貴明は賛美の言葉を口にしながら、充血して膨らんでいる肉芽をクリクリと捏ね回す。

　そのリズミカルな動きが煽情的で、快感が瞬く間に全身を流れて今にも達きそうになる。

「は……あぅ……ん……！」

　陰核を指先で擦られるたびに、下肢全体に帯びた淫靡な熱が増して痙攣が止まらなくなる。それだけに留まらず、花唇もいやらしくヒクついて蜜が溢れ出すのだった。

「どうやら君は、私にこのかわいい突起を弄られるのが大好きなようだね」

「あっ、ん！　貴明……さん……、それ以上は……駄目……ッ！」

　雌核を責め苛む指の動きは止まらず、淫らな疼きは快楽となって理紗の理性を容赦なく奪っていった。

　――あられもない声で痴態を晒す姿も、蜜口や淫芽がいやらしくヒクつく様も、貴明に全て見られているのだ。

　恥ずかしいのに、どういうわけか嫌だとは思わない。むしろもっとこのまま、貴明の前で乱れてしまいたいという欲望が湧いてくる。

　そんな理紗の情欲に応えるように、貴明の指戯は激しさを増していく。

「ひゃぁ……ぅ！」

　下肢全体がビクビクと震え、触れられている部分も一段と熱く疼いた。

　同時に蜜壷が淫らに収斂して、挿入された指を強く締めつける形となる。

「あ、あぁぁッ！　貴明さん……もうッ……それ以上は……しな……で……！」

　理紗は喜悦の声を上げては、幾度となく背中を仰け反らせる。

　一際強い快感がせり上がり、今にも意識を持っていかれそうだった。

「理紗、このまま達ってごらん」

　優しい声とは裏腹に、秘花をなぶる動きは苛烈なもので、理紗はたちまち快楽に溺れてしまう。

　隘路はめちゃくちゃに掻き乱され、淫芽も執拗に擦られて脈動していた。

　全身は熱に浮かされたように火照り、頭の天辺から爪先にかけて快感が電流のように駆け抜けていく。

　理紗は貴明によって、今まさに達かされようとしているのだった。

　彼の指が淫襞を突いた瞬間、理紗の全身が一際大きく痙攣する。

「あぁぁぁッ！」

　彼女は陶酔しきった面持ちで喘ぎながら、絶頂へと突き上げられる悦びを感じた。

（こんなに……気持ちいいの……初めて……）

　今まで知らなかった快感をたくさん与えられ、胸がいつまでも熱く早鐘を打っている。

　理紗が官能の余韻に浸っていると、貴明は艶然と微笑みかけてくる。

「君が快感に溺れる姿は美しかった。思いがけず私まで胸が高鳴ってしまったよ」

　そうささやきかけてくる声色には、色気がたっぷり含まれていた。また、貴明の男らしい肉体からも、フェロモンが漂っているように見えた。

　彼の裸を目にした際、下着に包まれた股間が膨らんでいるのも見てしまい、理紗の全身が熱くなって鼓動も一気に早まっていく。

　――一体、どんな状態になっているのだろうか。

　それ以外にも、どれぐらい大きいのだろうかなどと、ついいけない妄想をしてしまい顔が一気に熱く火照る。しかしその一方で、胸が妖しくざわつき理紗は目を逸らすことができずにいた。

「私のものが見たくてたまらないといった様子だね」

　貴明はクスクスと笑いながらおもむろに下着を下ろす。

　その刹那、猛々しく屹立した雄が勢いよく姿を現した。

　筋張った巨根は、貴明の臍に付きそうなほどそり返っており、まるでその雄姿をこちらに見せつけているようだった。

　初めて見る雄肉が、理紗の目には凶器の如く映り、恐ろしさのあまり怯んでしまう。

　貴明は慣れた手つきで避妊具を装着すると、濡れた恥裂に自身の猛りを押し当てる。

「ひ……っ！」

　脈打つ先端を花唇に宛がわれた瞬間、理紗は顔を引き攣らせて小さな悲鳴を上げた。

　ちゃんと避妊具を装着しているとはいえ、あんな恐ろしく太い雄茎が自身の中に入ると考えるだけで怖い。

　ガクガクと身震いする理紗を、貴明はあやすように優しく抱きしめる。

「そんなに怖がらなくていい。ほら、リラックスして」

　言いながら彼は、滾った肉棒を膣口に何度も擦りつけていく。

「あぁ、あ、あ……」

　その動きが何とも煽情的で、徐々に恐怖が薄れて再び体の奥から疼きが湧いてきた。

　鋭敏な部分を擦られることで、貴明の熱が直に伝わってきて、心の強張りも自然とほぐれていくようだった。

　撫でられている媚芯は、熱く太い欲望が欲しいとばかりに蠢き始め、更にいやらしく濡らしている。

　何度も快楽を与えられたからか、こうして淫らになぶられるのが気持ちよくて、理紗はまたしても達してしまいそうになる。

（あぁ、またこんなに溢れて……。私ったら、何ていやらしいんだろう……）

　恥ずかしいことこの上ないのに、抑えようとすると余計に敏感になってしまう。

　動揺する理紗をからかうように、貴明は再び意地悪く耳打ちしてくる。

「いやらしい蜜がどんどん溢れてくる。まるで湧水のようだ」

「はあぁう……！」

　続いて敏感な突起も擦り立てられ、下肢が痙攣すると同時に子宮がキュンと甘切なくヒクつく。

　胸の高鳴りは止まらず、熱く火照った体も冷める気配がない。

　その間にも、硬い先端でなぶられている淫芽は、ますます艶めいて恥ずかしげに脈動していた。

「あぁ……」

　理紗が甘く切ない喘ぎを漏らした刹那、雌芯を苛めていた剛直が硬さを増した。

「理紗、このまま君と一つになりたい……」

　貴明は熱っぽい声でささやきながら、淫靡な手つきで理紗の頬や胸元を撫でさする。

　その官能的な愛撫にも魅了され、彼女の体は甘い疼きで満ちていく。

　――彼が自分を求めてくれているように、自分も彼を強く求めているのだ。

　はっきり直感した理紗は、自身の心に素直に従いおずおずと言葉を返した。

「わ、私も……です……」

「どうしたいんだ？　ちゃんと言ってくれないとわからないよ」

　だが、貴明は優しく微笑みながらも、意地悪なことを告げてくる。

　わざわざ聞かなくてもわかっている筈だ。それなのに彼は、敢えて言わせたいようである。

　理紗はわずかに残った理性を働かせて言葉を紡いでいく。

「私も、貴明さんと……一つに……なりたいです……」

　本当はまだ少し怖いけれど、それ以上に貴明とつながりたいという想いが勝っていた。

　――たとえ契約しただけの関係でも構わないから、憧れの男性と共に一時の幸せを過ごしたい。

　理紗の想いが伝わったのか、貴明は満足そうに口の端を吊り上げる。

「よくできました」

　そう褒め言葉をかけたのち、彼はゆっくりと腰を進めて挿入を開始する。

「ああッ――！」

　理紗は顎を仰け反らせて悲鳴を上げた。

　ゆっくりとはいえ、灼熱の剛直に貫かれるのは初めての身にはかなり堪えた。

「やっ！　貴明……さん、もう……無理です……！」

　理紗は両目に涙を浮かべて首を振る。

　自分も欲しいと言っておきながら、早くも音を上げるなど我ながら情けない。しかしとてもじゃないが、この圧迫感と衝撃に耐えられるとは思えなかった。

「理紗、落ち着くんだ。いい子だから、ほら」

　貴明はあやすように声をかけて、理紗の髪を撫でたり口づけしたりする。

　徐々に全身の力が緩み、緊張の糸もほぐれていくようだった。

「理紗、私にしがみつくといい」

「はい……」

　理紗がか細い声で返事をすると、貴明は「いい子だ」と耳元で甘くささやいた。

　それだけで、脳天が甘く痺れるような快感が湧き上がり、胸のときめきも増していった。

　理紗の緊張が完全にほぐれたところで、貴明は再び屹立を押し進めていく。

「んっ……ぅ……」

　理紗は苦悶の声を上げながらも、貴明に縋りついてじっと耐える。

　とにかくこの圧迫感がすごい。蜜壷のみならず子宮全体が、このまま男根に支配されてしまうのではないかと錯覚してしまうぐらいだ。

　押し進めている間、彼はずっと優しい愛撫と口づけで、理紗をあやし続けてくれた。

　先程までの翻弄するような愛撫とは違い、こちらの不安を掻き消してくれるような柔らかい触れ方だった。

　おかげで全身の強張りは完全に消え失せ、痛みや衝撃もかなり和らいだように感じられた。

（何だか、とても不思議な感じ……）

　いつしか理紗の心は安心感で満たされ、このまま貴明に全てを任せようという気持ちまで湧いてくる。

「君は本当にいい子だ」

　貴明は優しくささやいて、何度も口づけを繰り返してくれた。

　狭い隘路は更に押し拡げられ、ゆっくり確実に奥へ奥へと進んでいく。

「ああ……」

　肉襞に伝わる雁首の熱や硬さを感じて、理紗は感極まった様子で息をつく。

「理紗、もう少しだからね……」

　自らの屹立を押し進める傍ら、貴明は理紗への気遣いも忘れない。

　大人の男性特有の包容力に魅せられ、理紗は一晩でますます彼に惹かれていった。

　程なくして、太い先端が最奥に当たる感触がした。

（あぁ、貴明さんが……本当に……私の中にいるんだ……）

　巨いなるものが全て入ったことにも驚いたが、それ以上に膣内で熱く脈動する肉棒の感触に呆然となる。

「はぁ……はぁ……」

　理紗は涙を浮かべたまま、荒い呼吸を繰り返す。

　そのたびに全身――特に下腹部が大きく上下して、膣壁が脈動する男根を締め付けた。

「理紗、よく頑張ったね」

　貴明から幾度なく褒められ、理紗の心は得も言えぬ歓びに満ちていく。

　嬉しさのあまり表情を綻ばせると、彼はこちらを魅了するような微笑を浮かべた。

「この上なく愛らしい表情だ……」

　感慨深げにつぶやいたのち、情熱的な口づけを何度もしてくる。

「ふ、う……ぅ……」

　蕩けるような濃厚な口づけによって、わずかに残っていた理性は完全に崩れてしまう。すぐさま入れ替わるように、淫靡な欲情が理紗の中にどっと押し寄せてきた。

「どうやら私達の気持ちは同じようだ」

　まるで理紗の心を見透かしたように、貴明は不敵な笑みを向けてくる。

　獰猛さを孕んだ笑顔にうっとりしていると、彼は「動くよ」と耳打ちしてゆるゆると腰を動かし始めた。

「あん……っ……！　あ、あぁ……」

　初めての抽送は想像以上に凄まじく、理紗は体を大きく揺さぶらせた。

　貴明は彼女を優しく抱きとめ、太い先端を擦りつけるように穿ち続ける。

「は……あぁ……」

　何度も擦られるうちに痛みが和らぎ、子宮口がじわじわと熱を帯びて疼いていく。

「あぁ、理紗……。君の中、すごくいい……」

　ずっと余裕の態度を見せていた貴明が、いつの間にか表情を惚けさせていた。低音の声も少し掠れており、彼の魅力を更に醸し出しているように感じられた。

　また、普段は綺麗に撫でつけられている黒髪も、額に前髪がかかっていてこの上なく色っぽい。

（乱れるとこんなにも官能的な姿になるなんて……）

　理紗は恍惚の笑みを浮かべて、貴明の煽情的な姿を見入っていた。

「君は本当に、私を煽るのが上手いな」

　それから貴明の抽送は徐々に速度を増していく。

「あぁ、いやぁ……ッ！　は、あぁぁぁッ！」

　何度も獰猛に突き上げられ、蜜壷の奥から甘い愉悦が湧き上がる。

　貴明の息遣いも徐々に荒くなり、隘路を行き来する雄茎も一段と硬く隆起した。

「あ、あぁ……嘘……。また……大きく……」

「君の中がとても気持ちいいから、こんなに硬さを増すんだよ」

　貴明は嬉々として猛ったものを動かし続ける。

「あっ、ああっ、いいっ！」

　理紗は何度も仰け反りながら嬌声を上げた。

　あんなにも怖いと思っていたのが、嘘みたいに快感でたまらない。

　最奥を突かれるたびに愉悦が迸り、淫靡な熱が欲望となって全身が妖しくざわめく。

「理紗、素晴らしいよ。私の予想以上だ……」

　貴明の声は歓喜に震えていた。

　その声音を聞いただけで、理紗の心も喜悦で満たされていく。

「たか……あき……さ――……あぁ……ッ！」

　理紗が切なげに名前を呼ぶと、硬い切っ先を子宮口にグリグリと押し当てられた。

　灼けつくような熱い雄に翻弄され、快感が堰を切ったように全身を駆け抜けていった。

「ああっ！　駄目、もう……無理……！　はぁぁッ！」

　理紗はたまらず貴明に強くしがみつき、これ以上は限界とばかりに身を捩る。

　官能のうねりが奔流のように湧き起こり、何もかも奪われてしまいそうだ。

　膣壁がビクビクと痙攣して、肉茎をきつく締めつけている。

　その刹那、埋め込まれた雄は更に怒張して、律動の速度も上がっていった。

「く……っ……」

　不意に、貴明は小さく呻いて激しい抽送を止める。

「君もそろそろ辛いだろう？　今夜はここまでにしよう」

　その言葉を合図に、彼は一際強く雄茎を最奥に打ちつける。

「あ、あぁぁッ！」

　湧き起こる苛烈な快感に一瞬、気を遣りそうになった。

　理紗は全身を大きく引き攣らせて、二度目の絶頂を迎える。

「うぅ……ッ！」

　続いて貴明も上擦った声で喘ぎ、下肢全体を小刻みに痙攣させた。

　余裕だった彼もすでに限界だったようで、息は更に乱れており端整な顔には苦悶の表情が浮かんでいた。

　その直後、埋め込まれた雄肉は大きく脈動を開始する。

「……理紗、よく頑張ったね。ご褒美をあげよう」

　貴明が優しく告げると同時に、完全に怒張した肉棒はその身を何度も震わせた。

「あ、や……あぁ……」

　男根の動きに反応するように花唇全体も慄き、理紗は再び達してしまいそうになる。

　初めてでここまで翻弄されるとは思わなかった。起き上がれないほど疲れ切っていたが、心だけは未だに甘い愉悦で満たされている。

　理紗が体を弛緩させているところへ、貴明が慈しむような微笑みを向けてくる。

　情交時の獰猛な笑みとはまた違った魅力に、彼女は瞬時に心を奪われていく。

「何度も達ったから疲れただろう？　今夜はゆっくりお休み」

　耳元で優しくささやいたのち、貴明はそっと唇を重ねた。

（また……貴明さんにキスしてもらった……）

　初夜でこんなにも優しくされて、感動のあまり自然と表情が綻ぶ。

　理紗は幸福感を胸に抱いたまま、夢の世界へと意識を沈ませたのだった。

　

　

　初めての情交で疲れ果てたようで、理紗はそのまま深い眠りに落ちた。

　貴明は彼女を起こさないよう注意しながら、未だに火照ったままの美しい肢体をいたわるように拭いてあげる。

　それから静かに毛布をかけてやると、しばらくの間その穏やかな寝顔に見入っていた。

　今の理紗も充分愛らしいが、戸惑いながらも性の快感に溺れ大人の女として開花していく様は、この上なく美しく魅力的だった。

　あの日、彼女が馬鹿な男の手に渡らなくてよかったと、貴明は心の底から改めて安堵する。

　まだ乙女だった理紗を気遣い、最後まで優しく抱いてやるつもりでいた。

　しかし、艶めかしく喘ぐ姿や恍惚とした表情に魅了され、つい嗜虐心に駆られて意地悪な言葉で責めたり激しい抽送を繰り返してしまったのだ。

　理紗は全く気付いていなかっただろうが、情交の間はずっと自身を抑えるのに苦労した。

　もし彼女が経験済みであれば、もっと激しく抱いていたに違いない。

　最初に愛した女に裏切られたのを境に、二度と恋などしないと誓った筈なのに、貴明の心はあどけない寝顔を見せる理紗に惹かれつつあった。

　――もっと彼女のことを深く知りたい。そして彼女の全てを自分だけのものにしてしまいたい。

　初めて見た時から愛らしいとは思っていたが、正直ここまで魅了されるとは思ってもみなかった。

　あの最低男から助けた時、最初は遠くから見守るだけにしようと思っていたが、助けてもらった礼がしたいという熱意に押されて考えが変わった。

　偽装婚約者として自分のそばに置き、一つ屋根の下で生活を共にするうちに理紗を求めるようになっていたのだ。

（よもやこの年になって、こんなにも心を奪われる相手に巡り会うとは……）

　年甲斐もなく恋焦がれてしまう自分に呆れ、貴明は思わず苦笑いを浮かべてしまう。

　だが、一度湧き上がった想いを抑えるのは不可能だ。

　――理紗とならきっと、何もかも上手くやれる気がする。

　偽装婚約してからまだ数日しか経っていないが、理紗の人となりを見て貴明は強く確信していた。

　そう思える根拠はやはり、彼女が謙虚で欲のないまっすぐな心を持っているからに違いない。

　かつて愛した女も美しかったが、周囲に甘やかされて育ってきたからか、望めば何でも自分の思い通りになると考えていたきらいがあった。

　対して理紗は、その清楚な外見に違わず奥ゆかしい女性である。ただ一つ短所があるとすれば、謙虚過ぎて過度に遠慮がちなところだ。それはこれからの生活の中で、少しずつ直していけたらいい。

「長い付き合いになると思うが、これからよろしく頼むよ」

　貴明は眠っている理紗の額にそっと口づけた。

　一瞬、理紗がわずかに身じろぎするが、夢だと思ったのかすぐにまた寝息を立て始める。

　その仕草がまたいじらしく、見ているだけで自然と心が和む。

　――契約だけの関係で終わらせるつもりなど毛頭ない。じっくり時間をかけて、彼女の心を掴んでみせるとしよう。

　貴明は強い決意を胸に秘めて、理紗を自身の腕の中に優しく閉じ込めた。







第二章　～身も心も熱く愛されて～








　期間限定の婚約関係であるにも拘わらず、貴明の理紗に対する愛情表現は衰えるどころか日増しに深まるばかりである。

　休日にはフランスの観光名所をはじめ、理紗が行きたいと願っていた店やカフェに連れて行ってくれた。

　そんなある日、貴明はふと思い出した様子で尋ねてきた。

「君はずいぶんフランスを気に入っているようだが、何か特別な思い入れでもあるのかい？」

「そんなに大した理由じゃないんですけど、私……アニメやゲームが好きでして。私がハマったゲームの舞台のモデルになったので、ずっとフランスに憧れてたんです」

　答えてから理紗は、貴明にどう思われたか気になってしまい、途端に居心地が悪くなる。

（やっぱり、社会人になってまでゲームにハマってるのかって、引かれてしまったかな？）

　だが、貴明は意外にも良い反応を示してくれた。

「それは興味深いな。ぜひ聞かせてくれないだろうか」

「でも、貴明さんが聞いても面白い話とは思えませんが……」

「いや、君の話なら何でも聞きたい」

　自分に興味のない話だろうに、こうして聞く姿勢を見せてくれる貴明に、理紗は安堵のため息をついた。

　また、貴明はどんなに忙しくても、理紗と過ごす時間を必ず作ってくれた。

　理紗がしっかり体を休めるよう勧めても、いつも「君と過ごす方が良い休養になる」と言って全く聞き入れてくれない。

　大切にされているのは嬉しいが、体調を崩しては元も子もないので、自分に構わずゆっくり休んでほしいものだ。

　仕事から帰ってくると、いつも理紗を抱きしめては情熱的に口づけし、甘い言葉をかけてくる。

　それだけに留まらず、ベッドの上では淫靡に体と心を貪られ、毎晩激しく達かされるのである。

　そして情交が終わった後は必ず、貴明はいたわるように愛でてくれるのだった。

　それなら最初から優しくしてほしいが、それを言うと笑いながら「君があまりにもかわいいから」と返されるのが、すっかりお決まりになっていた。

　こんな風に甘く幸せな生活を送っていると、つい偽装婚約者であることを忘れてしまいそうになる。

（何だか、私ばっかり良い思いしているけど、これでいいのかな……？）

　そんな考えが脳裏をよぎるたびに、自分は貴明の役に立っているのだろうかと疑問が湧いてくる。

　家のことは全て家政婦がやってくれるので、仕事から帰ってきて料理したり洗濯したりする必要はない。

　しかし根が真面目な理紗は、自分も何かしなければという義務感に駆られ、何もできない現状に悩まずにはいられなかった。

　そこで理紗は貴明のために、自身の好物で得意料理でもあるフレンチトーストを振舞ってみた。

「大したものじゃないですけど、少しでも貴明さんのお役に立てたらなって思って……」

　貴明ほどのセレブな人間には、自分のような庶民が作る料理など口に合わないかもしれない。

　余計なことをしてしまったかと不安に感じていると、彼は穏やかな微笑みを浮かべる。

「奥ゆかしいのは君の良いところの一つだが、かといって謙虚になり過ぎるのは良くない。もっと自信を持ちなさいと、ついこの間言ったばかりだろう」

　貴明に指摘され、理紗は数日前の出来事を振り返る。

　あれはフランス西部の小島、モン・サン＝ミシェルに出かけた日のことだ。

　遅めのランチを取っていると、貴明からここを訪れた感想を尋ねられた。

　その弾みで理紗はいつものように、ゲームに登場する街に修道院をモデルにした建造物があることや、そのゲームでの思い出話を語った。

　好きな話題になると、つい止まらなくなってしまう癖があり、理紗は話に一区切り着いたところで気まずそうな顔をする。

「ごめんなさい、いつもゲームの話題ばかりで……。こんな話を聞かされてもつまらないですよね」

　共通の趣味を持つ者同士なら話が弾むだろうが、貴明が楽しんでくれているとは思えない。

　――毎回ゲームの話を聞かされて、うんざりしているだろうか？

　だが、貴明はうんざりするどころか、嫌な顔一つしなかった。

「そんなことはない。君が楽しそうに話す姿を見ていると、私まで楽しくなってくるよ。こんなにも浮き立つような気分になったのは久しぶりだ」

「え……」

　自分の他愛ない話に、貴明がここまで喜んでくれるとは思いもしなかった。

　理紗は嬉しさと驚きから、目を丸くして彼を見やる。

　両親や妹との仲は良好だが、趣味は全く合わず話が弾んだことなどほとんどない。

　社会人になってからは、ＳＮＳで共通の趣味を持つ人達と交流しているが、ネット以外の場所で聞いてくれる人に巡り会えたのは久しぶりである。

　しかも相手はグローバル企業のＣＥＯだ。アニメやゲームの話題などに興味があるとは思えない。

「どうかしたのか？」

　急に無口になった理紗を見て、貴明は怪訝そうに問いかけてくる。

「いえ、本当に私の話が面白かったのかなと思って……。家族にはアニメやゲームの話ばかりしてと呆れられてたし、学校でも敬遠されることが多かったので」

　過去の苦い記憶が脳裏に蘇り、胸の奥がきりきりと締め付けられるような気分になる。

　感情が顔に出ていたのか、貴明は笑顔で「君の話は本当に楽しいよ」と答えてくれた。

「それに、君の好きなものや趣味を毎回知ることができて、とても有意義な話を聞けたと思っている。だからこれからも、君の話をもっと聞かせてほしい」

「貴明さん……」

　貴明の言葉は決してその場限りの慰めなどではなく、心からの本音であることが伝わってきた。

　期間限定の婚約者であっても、こちらの理解を深めようと努める彼の心遣いに、理紗は感動のあまり涙が出そうになる。

　こんな風に、自分のことを真摯に考えてくれた人は、貴明が初めてかもしれない。

（だからこそ私は、こんなにも彼に惹かれたんだと思う）

　理紗が過去のことで泣いていると思ったのか、貴明は柔和に微笑みながら優しく髪を撫でてくれた。

「何があっても私は絶対に、君の好きなものや趣味を揶揄したり否定したりはしない。誰が何を言おうが、君は今のままでいいんだよ。だから自分にもっと自信を持ちなさい」

「はい」

　貴明の言葉に勇気をもらえたような気がして、理紗は笑顔で大きくうなずいたのだった。

　

（あの日、せっかく貴明さんがああ言ってくれたんだから、もっと自信を持たないと！）

　沈みかけていた気分を奮い立たせるように、理紗は明るい笑顔で口を開く。

「貴明さんに喜んでもらえるよう、丹精を込めて作りました」

「そのようだね。君の性格を表したような、優しい味がするよ。こんなに美味しいフレンチトーストを食べたのは初めてだ。また作ってくれるかい？」

「はい、もちろんです！」

　フレンチトーストを美味しそうに食べる貴明を見て、作った甲斐があったと心の底から実感できた。

　

　

　偽装婚約者になってからも、理紗は普通に出社して勤務していた。

　さすがの貴明も、会社で甘い言葉をかけてくるようなことはなく、理紗に接触もしてこなかった。

　そのため、自分達の関係を知る者は誰もいない。

　最初の頃は、社員の間で噂が広まったらどうしようと、警戒しながら出社していた。

　社内恋愛は禁止ではないが、さすがに平社員の自分がＣＥＯと婚約したなどと知れ渡れば、風当たりが強くなって居づらくなるのは目に見えている。

　そんな事態になるのは避けたかったので、勤務中も常に周囲の様子を窺っていたのだった。

　周りの人達は、理紗が人見知りで緊張していると勘違いしたらしく、少しでも馴染めるよう色々と気遣ってくれた。

　怪しまれていないとわかった理沙は、今ではすっかり彼らと打ち解け合い、一緒に食事に行くほど親しくなった。

　パリに来てからちょうど一ヶ月後のある日。

　仕事が終わってすぐに、貴明から一通のメールが送られてきた。

　事前に予約を入れておいたので、今夜は外で食事をしようとのことだった。

　貴明は日頃からサプライズが好きで、何でもない日であっても花束や菓子などを買って帰ってきては、理紗にプレゼントしてくれるのである。

　今日もまた、こうして誘ってもらえたのが嬉しくて、すぐに承諾のメールを打って送信する。

　一時間後、二人はパリで有名な三ツ星レストランに来ていた。

　内装は気品に溢れている上に、来ている客層も身なりの良い人達ばかりで、この店の格式が高いのが一目瞭然だった。

「こんな素敵なお店で食事をするなんて、何だか夢みたいです」

「君にそう喜んでもらえると、こちらも予約を取った甲斐があったよ」

　感嘆の声を上げる理紗を、貴明は微笑ましげに見つめていた。

「どの料理もすごく美味しそうですね。どれを注文しようかすごく迷います」

「何でも好きなものを頼んで構わないよ」

　そう言われると余計に迷ってしまう。

　理紗は目を輝かせてメニューをじっくり見ていた。

　そんな楽しい時間に水を差すように、こちらに近づいてくる人影の存在があった。

「あら、貴明さんじゃない。お久しぶりね」

　流暢なフランス語で話しかけられ、二人は同時に声のした方向に目を向ける。

　そこにいたのは、艶然と微笑んだ長いブロンドの髪の女性だった。

　大人の色気に溢れた美女で、背は高くとても肉感的な体つきをしており、同性でも思わず見惚れてしまうほどだ。

「なぜ君がここにいる？　二度と私の前に姿を現すなと言った筈だが？」

　貴明は忌々しげに女性を睨みつけた。

「久しぶりなのにつれないわね」

　女性の方は顔色一つ変えず、その場に留まり続ける。

（貴明さんとどういう関係なんだろう？）

　二人のやり取りから察するに、知り合い同士であるのは明白だ。

　――もしかして、昔の恋人だったりするのだろうか？

　貴明とは正式に結婚するわけではないのだから、彼が過去に誰と付き合っていようがどうでもいいことだ。それなのに、理紗の心にもやもやした感情が芽生え、同時に胸の奥がちくりと痛む。

「せっかくこうして再会したんだし、また昔みたいに親しくできないかしら？」

　そう言いながら彼女は、人目も憚らず自身の体を貴明に押し付ける。

　その光景を見た瞬間、なぜか嫌悪感に似た感情が込み上げてくる。

　理紗は思わず「やめて下さい！」と叫びそうになるが、それよりも先に貴明の方が「やめてくれないか」と顔をしかめて拒絶した。

　それから女性は、今頃理紗の存在に気付いたかのように、白々しい口調で「あら、ごめんなさい」と一礼する。

「挨拶が遅れてしまったわね。初めまして、マデリーン・ウィリアムズよ」

　マデリーンの口調は丁寧だが、慇懃無礼な響きが含まれていた。

　おおよそ、美人の自分が格上だと思っており、理紗をただの小娘だと見下しているのだろう。

　感じが悪いと思いつつも、理紗はそれをおくびに出さないように努め、むりやり笑顔を作って自己紹介をする。

「初めまして、橘理紗です」

　自分から挨拶をしておきながら、マデリーンはどうでもいいとばかりに理紗を無視し、貴明に視線を戻す。

「ところで、その子とはどういう関係？　見たところ親戚でもなさそうだし、まさか婚約者とか？　そんなわけないわよね」

「そのまさかだ」

　貴明がマデリーンの言葉を遮ってきっぱりと答えた。

「冗談でしょう？」

　マデリーンは愕然とした様子で、理紗と貴明を交互に見やる。

　やがて彼女は引き攣った笑顔で祝福の言葉をかけた。

「素敵な相手が見つかって良かったわね。結婚おめでとう」

　その言葉が嫌味であることは明白だった。

　貴明にもそれがわかったようで、眉間に深い皺を寄せてため息をつく。

「君に言われても嬉しくない、むしろ不愉快だ。それに、君との関係はとっくの昔に終わったんだ。頼むからもう私に関わらないでほしい。もちろん理紗にもだ」

　これ以上、言葉を交わしたくないと言わんばかりに、貴明は冷たくマデリーンを突き放した。

　マデリーンは何か言いたげだったが、一瞬だけ理紗に視線を向けて去って行く。

　その際の彼女の眼差しは、理紗に対して明らかに敵意を剥き出しにしたものだった。

（何であんな目で見られないといけないの？　私が何をしたっていうの？）

　不快感を抱きながら唖然としていると、不意に貴明が言いにくそうに口を開く。

「……理紗、不快な目に遭わせてすまない。今日はもう帰ろうか？」

「いえ、私なら気にしてませんので」

　貴明に気を遣わせたのが申し訳なくて、理紗は作り笑顔を浮かべて無理に明るく答えてみせる。

　だが、それがかえって心配させてしまったようだ。

「無理しなくていい。あんな嫌な思いをした後で、楽しく食事なんてできないだろう。また今度来よう」

「はい、わかりました……」

　理紗は肩を落としながらも、貴明の言葉に素直に従う。

　せっかく高級レストランに連れてきてもらったのに残念だが、彼の言う通り楽しい気分で食事をするなど無理だった。

　結局、その日の夕食はデリで買って済ませた。

　家に帰ってからも貴明は終始暗い表情のままで、言葉もほとんど交わさなかった。

　試しにマデリーンのことを訊いてみたのだが、彼女とは心の底から関わりたくないようで、「昔の知り合いだ」としか答えてくれなかった。

　それだけに限らず、今夜は気分が悪いからと言って、理紗を抱くことなく寝室へこもってしまう。

　広いベッドに一人横たわる理紗は、貴明に触れてもらえないことに、言いようのない寂しさを抱えていた。

　――もしかしたら、もう二度と抱いてもらえないのではないか？

　なぜかそんな考えまで込み上げてきて、途端に切ない気持ちに満ちていく。

（彼にはずっと憧れの感情を抱いてきたけど、今は本当にそれだけなの？）

　理紗は改めて自分自身に問いかけてみる。

　一緒に暮らし始めたばかりの頃だったら、貴明に抱いているのは憧れだと迷わず言えただろう。

　だが、今は優しくされるたびにその一挙一動に惹かれ、ずっと自分だけを見てほしいと願ってしまう。

　だから先程、彼がマデリーンと話している姿を見ていた時は、胸が苦しくて嫉妬に似た感情すら芽生えたほどだ。

　それらのことから導き出される答えは一つ――理紗が貴明に抱いている感情は、憧れではなく恋心である。

　これまでにも、素敵な男性を見てときめくことはあったが、貴明はそれ以上のものだった。

　だが、貴明にとって自分はあくまでも、契約上の婚約者に過ぎない。たとえ体をつなげた関係になった今でも、決して結ばれることはないのだ。

　――貴明と素敵な邸宅で暮らせるだけで、自分は充分幸せなのだ。これ以上、何かを求めるのはよそう。

　清楚な女性が好ましいと言っていたが、イコール自分のことが好きとは限らないだろう。

　こちらの勘違いで貴明に迷惑をかけたくない。それに、彼に愛を受け入れてもらえず傷つく羽目になるのも嫌だ。

　理紗は改めて自分を戒めるが、一度溢れ出した想いがそう簡単に止まることはなかった。

　

　

　翌朝には貴明の機嫌はすっかり直っており、いつものように理紗を優しく抱きしめては口づけの雨を降らせた。

　そして、夜には激しく求められて、濃厚な愛撫と獰猛な屹立に何度も酔わされたのだ。

　プレゼントも、当初は花束や美味しい菓子だけだったのが、今度は高級なアクセサリーも加わった。

　しかも一つや二つだけではない。ネックレスやイヤリングに至るまで、貴明は理紗のためにいくつもプレゼントしてくれたのだ。

「本当に……これ全部、私のために買ってくれたんですか……？」

「もちろんだとも。喜んでもらえただろうか？」

「はい、ありがとうございます」

　理紗は礼を言いつつも、内心では戸惑いを隠せずにいた。

　どれも世界的に有名な宝石店のアクセサリーだ。自分のような一般人が気軽に買えるようなものではない。

　貴明からのサプライズは、その後もまだまだ続いた。

　オーダーメイドのドレスを作りに出かけた時のことである。

　当初は一着だけだと思っていたのだが、貴明の要望により何着も作ることになった。

　パーティーには一回しか出ないので、そんなにたくさん必要などない筈だ。それに、値段だって決して安くはない。

（私なんかのために、どうしてここまで……？）

　そこまでされると、まるで本気で愛されていると錯覚してしまう。

　理紗が素直に疑問をぶつけると、貴明は笑顔で「君の喜ぶ姿が見たかったからだ」と答えるのだった。

　彼のその言葉はとても嬉しい反面、自分は何も返すことができず落ち込んでしまう。

　何度か料理は振舞ってみたが、それではあまりにも割に合わない気がする。

　だから理紗も何か贈り物をしようと考え、一人の時間ができた時にこっそりネットで検索しているのだ。

ある日の休日、貴明が用事で家を空けている間も、理紗は贈り物選びに時間を費やしていた。

（でも、何を贈ればいいんだろう？）

　できれば形に残るものがいい。

　色々なキーワードを入れて探してみているが、どれもいまいちピンとこない。

　本人に直接聞きたいところだが、貴明のことだから「礼はいらない」と固辞するのが目に見えている。

　理紗がスマホに向かって悩んでいると、外出先から帰ってきた貴明に背後から抱きしめられた。

「ただいま、理紗」

「お、お帰りなさい。貴明さん……」

　不意打ちのように抱きしめられたものだから、理紗は驚きから声が上擦ってしまう。

　動揺する理紗を見て、貴明はなぜか悲しげな笑みを浮かべている。

「調べ物をするのは構わないが、あまり熱心になっているのを見ると、私のことなどどうでもいいのではと感じてしまうよ」

「すみません、気を付けます……」

「冗談だよ」

　貴明は悪戯っぽく笑うと、理紗の頬に軽く口づけてきた。

　もう何度もされているのに、キスされるたびに胸が高鳴り、体が自然と火照ってしまう。

　不意に、貴明はそっと体を離すと、一着のマーメイドドレスを理紗に見せてくる。

「このドレス、君にぜひ着てもらいたくて用意したんだ。ちょっと試着してみてくれないだろうか？」

「いいですけど……」

　つい先日、ドレスをたくさん買ってもらったばかりなのに、またもらっていいのかと申し訳なくなる。

　だが、理紗がそれ以上に気になったのは、そのドレスのデザインだった。

　胸元が大きく開いており、目のやり場に困る煽情的なものである。また、スカートの前の部分にスリットが入っていて、歩くたびに脚が見える仕様になっていた。

（あんな色っぽいドレス、私に似合うのかな？）

　どう見ても、艶っぽい雰囲気を漂わせた大人の女性が着るようなものだ。一体どういう意図で、貴明はこれを選んだのだろうか。

　しかし、彼が望んでいるのだからと、理紗はドレスを受け取ってすぐに着替える。

　その間、背後からずっと貴明の視線が伝わってきて、ひどく落ち着かない気分だった。

「私の見立て通り、とてもよく似合っている」

「そう……でしょうか……？」

　貴明は褒めてくれるものの、大人の魅力の欠片もない自分には、到底似合っているとは思えない。

　理紗が怪訝そうにしていると、彼は苦笑いして肩をすくめる。

「嘘だと思うのなら、自分の目で確かめてみるといい」

「はい……」

　貴明に促されて、理紗は姿見の前に立ってみた。

　マリンブルーのマーメイドドレスに身を包んだ自分が、鏡の中で今までにないぐらい美しく輝いている。

　――これが本当に自分なのだろうか。

　ここまで色気が出るとは思わず、理紗は頬を薔薇色に染めて見入っていた。

　すると突然、貴明が理紗の腰を抱いて自身の方に引き寄せた。

　それだけのことなのに、胸の鼓動が激しく高鳴る。

「本当に、今の君は誰よりも素敵だ」

　突然、艶めいた声音で耳打ちされ、全身がざわざわと総毛立っていく。

（どうしてこんなに反応してしまうの……？）

　心臓が先程より更に大きく音を立てている。

　それが動揺のせいだけでないのは、当の理紗が一番よくわかっていた。

「あの、貴明さん。私、そろそろ元の服に着替えますね……」

　その場から離れようとする理紗を、貴明は逃がさないとばかりにしっかりと抱きしめてくる。

「せっかく着たのだから、もう少しこの格好でいてくれないだろうか？」

　理紗の体のラインをなぞりながら、貴明は熱っぽい声音で懇願する。

　その手つきが情交時のものと似ていて、体の奥から淫靡な熱が込み上げてきた。

「あ、あぁ……」

　返事をしようにも、貴明の視線やぬくもり、そして体に触れてくる指先が気になってしまい、上手く声が出せず変に上擦ってしまう。

（貴明さん、そんなにこのドレスを着た私が気に入ったの？）

　強い劣情を帯びた眼差しを向けられ、理紗は困惑して呆然と立ち尽くしていた。

　そんな貴明はというと、大きく開いた胸元やスリットを見つめては、うっとりした様子でため息をつく。

「この美しい姿を他の男に見せたくなどない。いっそのこと、このまま閉じ込めてしまいたいぐらいだ……」

　その直後、貴明に強引に唇を重ねられる。

「ふっ……！　う、ぅ……ん……」

　強引な口づけに抗えず、理紗はされるがままに貴明の舌を受け入れた。

　口腔内をじっくり貪りながら、彼は背中のラインや小振りなヒップを撫で回していく。

「んッ！　ん……っ……」

　その淫靡な手つきを感じた瞬間、子宮の奥が悦楽を求めて収斂するように疼き始めた。

（駄目、日も高いうちから……！）

　わずかな理性で抵抗を試みるも、貴明の濃密な口づけはなかなか終わらない。

　何度も舌を絡めとられ、口腔内もたっぷり舐られた末、ソファーの上に優しく押し倒された。

「ま、待って下さい！　せっかくのドレスが駄目になってしまいます」

　これから抱かれると察した理紗は慌てて制止する。

「悪いがもう待てない。ドレスならまた作り直せばいい」

　貴明は構うことなく胸元をはだけさせて、あらわになった二つの膨らみをじっくり眺めた。

「や……」

　昼間からふしだらな姿をさせられるなど、羞恥以外の何物でない。しかしその一方で、貴明の熱情を孕んだ視線に愉悦を覚えていたのも事実だ。

　――まるでこうされるのを望んでいたみたいではないか。

　理紗が頬を真っ赤に染めていると、貴明は口角を吊り上げて見下ろしてくる。

　その不敵な笑みを見ただけで、理紗の心は妖しくざわめくのだった。

「口では嫌だと言いつつも、本当は期待していたのだろう？」

　嗜虐心に満ちた声でささやかれた瞬間、体の芯がかぁっと熱くなって頭がクラクラしてきた。

　貴明は小さく笑ったのち、首筋から胸元にかけて指先でなぞるように愛撫する。

「あ……あぁ……」

　理紗の口からあえかな声が漏れた。

（嫌、どうして……？）

　抑えなければいけないと言い聞かせても、体は鋭敏に反応してしまう。そればかりか、更なる愛撫を期待して貴明を求めてしまうのだ。

　理性と快感の狭間で揺らぐ理紗を弄うように、貴明は首筋や鎖骨、そして胸元へ次々と口づけを落としていく。

「あん……」

　こんな風に体に口づけされるのは今日が初めてだ。

　柔らかい唇が肌に触れる感覚が気持ちよく、理紗の体はキスされるたびに歓喜に震えた。

　数え切れないほど口づけの痕を刻んだのち、貴明は顔を上げて恍惚の笑みを浮かべる。

「君の体に花びらが散りばめられているみたいで、とても綺麗だ。後でお風呂に入ったときに鏡で見てごらん」

　貴明はにこやかに告げたのち、たわわな実りを揉みしだいていく。

「や……ぁぁ……」

　理紗は身を捩りながらも甘切ない声音で喘ぐ。

　すると貴明はなぜか可笑しそうに笑う。

「美しい胸をこんなに淫らに揺らして、君はよほど私を煽り立てたいらしいな」

「え？　ち、違――ぁあ……っ！」

　こちらが否定する間もなく、貴明は乳房を大きく捏ね回しながら、指の間に乳首を挟んで擦り立てた。

「あぁ……あ、あぁ……」

　理紗は淫らに喘いで何度も体を波打たせた。

　胸の頂はジンと疼くと同時に甘い痺れが生じ、すでにぷっくりと膨らんで勃っている。

　毎晩のように淫靡に触れられている体は、ほんの少しの愛撫だけで敏感に反応するようになっていた。

　同時に体の奥も熱く疼き、下肢の中心が早くも潤み始めていたのだ。

（たった一ヶ月で、こんなに感じやすい体になるなんて……）

　それほどまでに貴明に絆され、心を奪われたということだろう。

「早いね、乳首があっという間に硬くなっていく」

　こちらが恥ずかしくなるようなことを、貴明はわざと声にして告げてくる。

「君も見てみるかい？」

「そんなの……見たくありません……」

　からかうように訊かれ、理紗は即座に拒否した。

　自身の痴態など見られるわけがない。余計に羞恥心に駆られるだけだ。

　理紗の反応を面白がるように、貴明は乳嘴を弄りながら意地悪な言葉で責めてくる。

「まあ、君のかわいい乳首がいやらしく形を変えていく様は、私だけが見られればいい」

「あ、あぁ……ッ」

　すっかり尖った乳首を優しく引っ張られ、理紗は快感のあまり全身を戦慄かせた。

「君の反応は何度見てもかわいくてたまらない」

　貴明は感嘆のため息をつくと、乳首を摘んで執拗に責め立てていく。

「や、あぁぁッ！」

　強い愉悦が体の奥からせり上がり、理紗は豊満な乳房を大きく弾ませながら喘ぎ続ける。

　抑えたいのに自分ではどうすることもできない。そればかりか、何もかも貴明に奪われてしまいたいと全身が渇望している有様だ。

　理紗はすがるような眼差しを貴明に向けるが、彼はなぜか途中で愛撫をやめてしまう。

「あぁ、そんな……。貴明……さん……」

　中途半端なところで中断されたせいで、体は物足りないと言わんばかりに疼いている。

　この状態を何とかしてほしくて、理紗は救いを求めるように呼びかけた。

「そう急かすな」

　貴明は優しくたしなめると、スラックスの前を寛げて自身の男根を引き摺り出した。

「あ……」

　目の前でたくましい雄を見せられた瞬間、子宮の奥がそれを欲するように収斂する。

　はしたなく見つめるなんて不謹慎だと思うのに、どうしても男根に目を吸い寄せられてしまう。

　理紗が視線を向けていると、貴明に手を掴まれて肉棒に触れさせられた。

「きゃぁ！」

　初めて男性器に触れた恥ずかしさと、想像以上の熱さと硬さに驚いて、理紗は思わず悲鳴を上げた。

「かわいい声で鳴くんだね」

「からかうなんて……ひどいです……」

「すまない。君の煽情的な姿を見ていたら、私の欲望も掻き立てられてしまってね」

　理紗が頬を膨らませるも、貴明は少しも悪びれる様子を見せない。

「もう……」

　理紗はため息をついて手を離そうとする。しかし貴明がそれを許さなかった。

「私を満足させてくれたら、ご褒美に君にもっと快感をあげよう」

　誘惑するように甘くささやかれ、腎兪が一気に熱を帯びる。

「でも、どうやってすれば……」

　つい一ヶ月前まで処女だった理紗には、男性を達せさせる術など持ち合わせていない。

　すっかり困り果てていると、貴明は優しく微笑んだ。

　いつもなら見惚れているところだが、今はその笑顔の裏に何かあるような気がして警戒してしまう。

「私がしっかり手ほどきしてあげるから、君は言う通りにすればいい」

「は、はい……」

　こうなったら素直に貴明に従う他ないだろう。諦めた理紗は渋々返事をする。

「いい子だ、理紗」

　情交のたびに幾度となく聞かされた言葉を、貴明は今日もまた優しくささやいてくる。

　恥ずかしい状況に置かれているというのに、こうして彼の言葉を耳にしただけで胸が高鳴るのだった。

「では、まずは手で扱いてみなさい」

「こんな感じ……ですか……？」

　理紗は戸惑いながらもゆっくりさすってみる。

「そう……その動かし方、とてもいいよ……」

　貴明は恍惚の笑みを浮かべて、理紗の奉仕を見入っていた。

　歓喜に満ちた彼の言葉を聞いた瞬間、体の芯に燻る官能が呼び覚まされ、淫靡な感情が込み上げてくる。

　手の中では熱い屹立が小刻みに震えていた。その感触がひどく淫らなものに感じられ、理紗の羞恥心はますます上昇する。

　それでも離すことは許されず、理紗はひたすら奉仕を続けていく。

「ん……」

　貴明は微かに喘ぎ声を漏らしたのち、優しさと劣情が入り混じった眼差しを向けてくる。

「初めてにしては上出来じゃないか。どうやら君には、私を満足させる才能があるようだ」

「やめて下さい……」

　理紗は今にも泣き出しそうな面持ちで訴える。

　こんなことで褒められても恥ずかしいだけなのに、貴明が自分の愛撫で感じているのが嬉しいという気持ちもあった。

「その調子で続けてごらん」

「はい……」

　理紗は羞恥心と困惑に襲われながらも、猛ったものを優しく撫でさすっていく。

　甘い刺激を受けた雄肉は、少しずつ硬さを増してドクドクと熱く脈動する。

「ふ……う……」

　それに伴って、貴明の息遣いも徐々に乱れていった。

「あの……気持ちいいですか……？」

　こんなことを訊くなどはしたないと思いつつも、理紗は目の前で隆起する男根を直視しながら尋ねてみた。

「ああ、とても気持ちいいよ。特に仕事で疲れている時に良さそうだ……」

　貴明はからかいめいた口調で返答する。

　――それはもしや、毎晩こうして奉仕をさせるつもりなのだろうか。

　頭の中でついふしだらなことを考えてしまい、理紗は瞬時に頬を赤らめて手を止めた。

　すると貴明は、理紗の様子を窺いながら口角を吊り上げた。

「その顔、何かいやらしいことでも考えていたのかな？」

「い、いえ……！　何でもありません！」

　全くごまかしきれていないことは、理紗自身が一番よくわかっていた。

　だが、貴明に悟られたのがものすごく恥ずかしくて、理紗はすぐさま奉仕を再開する。

　その直後、彼が微かに笑う気配があった。

（こんな時まで笑わなくてもいいのに……）

　理紗は悔しさを滲ませつつも、恥ずかしさを堪えて熱心に扱いていく。

　更にそのまま竿の部分を撫で続けると、亀頭がヒクヒクと小刻みに痙攣して鈴口から透明な液を滴らせた。

「君に愛撫されるだけで、こんなにも昂るとは思わなかったよ……」

　貴明の呼吸もますます荒くなっており、全身の火照りも増しているようだった。

「あ……」

　小さな穴から先走りが出る様子を、理紗は思わず食い入るように見つめる。

　淫猥なその光景に、いやらしさは微塵も感じられない。むしろ、愛しさに似た感情が込み上げてくる。

「ああ……」

　理紗がうっとりとなっていると、貴明も感極まった様子で熱っぽいため息をついた。

　それだけに留まらず、雄肉もより硬さを増してそり勃っていた。

「君の愛撫は本当に上手だよ。これなら他の淫戯も期待できそうだ」

「他の……淫戯……？」

　理紗は呆然と貴明の言葉を繰り返す。

　――他にも何かさせるつもりなのだろうか？

　こうして手で扱くだけでも恥ずかしくて精一杯なのに、他にもいやらしいことをするなんてできない。

　今度は何を要求されるのかと身構えていると、貴明は笑顔のままいやらしい命令を下してくる。

「そうだな、次は口で愛撫してほしい」

　その要求を聞いた理紗はたまらず絶句した。

　こんな大きな肉棒を舐めるなんてできない。それ以前に、そんなふしだらな真似をすること自体憚られる。

　理紗がいつまでもためらっていると、貴明は気遣わしげに「無理しなくていい」と一言告げた。

「こんなこと初めてだというのに、難しい要求をしてしまったね。つい自分の欲望を抑えられなくなったばかりに……」

「いえ、平気です。私も、貴明さんを気持ちよくしたいです」

　平気とまではいかなかったが、貴明が望むのなら要望に応えてあげたいという気持ちも本心である。

　理紗はおずおずと唇を亀頭に近づけ、ついばむようにチュッと口づけた。

「あぁ……」

　貴明が甘い吐息を漏らすと同時に、下肢がわずかに震えて雄茎が一段とそそり勃つ。

（貴明さん、今ので感じてくれたの……？）

　軽い口づけだけで、これほど悦んでもらえるとは思わなかった。

　貴明の更なる反応を引き出そうと、今度は丸い先端を舌で愛撫してみる。

　拙い愛撫でも充分だったようで、貴明は己の肉棒を更に勃たせていた。おまけに、手で扱いていた時よりも息遣いが荒い。

　それだけで、彼が口での愛撫を強く望んでいたのが、ありありと伝わってくる。

「初々しくも淫靡な君の舌遣い、最高でたまらない……」

　低く艶のある貴明の声音は歓喜に震えていた。

　理紗が恐る恐る上目遣いで様子を窺うと、彼は陶然とした表情で口淫に夢中になっているのがわかった。

　悦に入った貴明の姿を見た瞬間、理紗の心はこの上ない歓びに包まれていく。

　舌の上で大きさを増す雄肉を感じるだけで、淫靡な欲望が湧き上がってくる。

　まだ羞恥心は残っていたものの、貴明をもっと感じさせたいという気持ちの方が遥かに勝っている。

　理紗は思い切って男根を口いっぱいに含み、竿の部分もじっくり舐めていった。

「ん……ッ」

　貴明が驚いたように息を吞むと同時に、腰がビクンと痙攣して肉棒が熱を増した。

　たとえ体は感じていても、貴明自身はいきなり口の中に入れられて不快だったのではと思い、理紗は慌てて硬起したものを解放する。

「あの、ごめんなさい……。私、全然やり方がわからなくて……」

「謝ることはない。君が大胆なことをするものだから、少し驚いただけだ」

「そうですか、良かった……」

　理紗自身は恥ずかしかったが、貴明に受け入れてもらえたのでひとまず安堵する。

「さあ、そのまま続けて」

「あ、はい……」

　貴明に優しく促され、理紗は再び剛直を口に含んだ。

　すぐに舌戯を再開すると、雄茎は待ち望んでいたように硬く漲っていった。

「ん……ふ……ぅ……」

　口の中で大きく育つ雄肉を感じて、理紗もたまらず切なげに喘いだ。

　自分がこれほどまでに快感を覚えるのだから、貴明の悦楽はそれ以上のものに違いない。

　想像しただけで劣情が増すと同時に、理紗の舌遣いも少しずつ円滑になっていく。

　そのまま優しく舐り続けていると、貴明は熱を帯びた息を吐いて下肢を震わせた。

　――彼が自分の奉仕によって快感に溺れている。

　それだけで理紗の心は歓喜に満ちて、いやらしい欲望も掻き立てられていく。

　その後も理紗は、貴明を気持ちよく達かせたいという想いから、夢中になって奉仕を続ける。

　肉竿や亀頭を何度も吸い立てては、裏側にある太い血管に優しく舌を這わせていく。

「ふ……う……」

　そのたびに貴明は悩ましげに喘ぎ、欲望の猛りを更に屹立させていった。

　彼が官能に溺れていく姿を目にして、理紗の中の欲情も一段と増していき、舌戯もより大胆になっていった。

「あぁ、理紗……」

　不意に、貴明は感極まった声で情熱的に呼びかけてくる。

　それだけで理紗の胸は高鳴り、せわしなく舌を動かして肉棒を舐り続けた。

　獰猛な雄茎は一段と昂り、口腔内で熱く脈動していた。同じように、貴明の息遣いも荒くなっている。

　彼の熱い屹立を感じているだけで、理紗の下肢も官能の熱を帯びていき、子宮の奥がそれを欲するように淫靡に疼く。

　理紗は淫らな欲望に従い、いきり勃った雄肉を熱心に舐め回していった。

「は、あぁ……」

　貴明の口から再び煽情的な吐息が漏れる。

　早く彼を達かせてあげたいという思いと、もっとじっくり味わい続けたいという気持ちに駆られ、理紗の奉仕はますます艶めかしく淫靡なものになる。

（貴明さん……）

　彼が絶頂を迎える瞬間を脳裏に浮かべて、理紗は鈴口の裏側から太い血管にかけてなぞりあげた。

「っ……！　理紗……」

　不意に、貴明は上擦ったような苦悶の声を漏らした。

　だが、奉仕に夢中になっていた理紗には聞こえず、肉竿の裏側をひたすらに舐っていく。

「駄目だ……もう離すんだ……」

　貴明が慌てて制止するも、雄肉は大きく身震いして熱い精を放つ。

「きゃあ!?」

　射精の勢いや量の多さに驚き、理紗は思わず男根を口から出してしまう。その弾みで顔や乳房に白濁がかかってしまった。

「あぁ、嘘……」

　濃厚な雄の匂いを放つ精液を浴びせられ、理紗はただ呆然とするばかりである。

「すまない、君の綺麗な肌を穢してしまった……！」

　貴明はすかさずハンカチを取り出して、理紗の体に付着した白濁を拭っていく。

「いえ、私こそごめんなさい。びっくりして口を離してしまって……。そのせいで、貴明さんのハンカチを汚すことになってしまって……」

「たかがハンカチ一枚だ、君が気にする必要などない」

　一通り拭き終えたところで、貴明はスラックスの前を寛げたままソファーに腰を下ろす。

「それより理紗、下着を脱いで私の上に座ってくれないか」

「はい……」

　緊張しつつも胸に甘い期待を抱き、理紗は下着を脱いで貴明の上にそっと座る。

「そのままスカートを捲り上げて」

　官能的な声でそっと命じられ、淫らな予感に胸がますます妖しくざわめく。

　理紗はスカートの裾を掴むと、太腿が露わになる位置まで捲り上げた。

　――よもやこうするために、前側に大きなスリットがあるのではないだろうか。

　あまりにも簡単に捲り上げられたので、理紗はそう疑わずにはいられなかった。

　外に晒された性器がヒクついて、淫蜜が溢れてきそうになる。

「この上なくいやらしい姿だ。ますますそそられてしまう……」

　貴明は甘くささやくと、柔らかい耳朶を舌先でくすぐった。

「や……あぁ……」

　たったそれだけで、体の奥から官能の熱が込み上げてくる。

　理紗が惚けていると、貴明に無言で秘部をまさぐられた。

「あぁぁっ！」

　すでに濡れていた花唇は、わずかな愛撫だけで容易に感じてしまい、更に淫蜜を滴らせた。

　ここまで感じるようになったのも、毎晩のように淫らに愛されているからに違いない。

「もうこんなに濡れているのか。ひょっとして、奉仕をしているだけで感じてしまったのかな？」

　貴明は嬉々とした笑顔で秘花や雌芯を弄っていく。

「やッ！　いや、あぁぁ……いやぁ……ッ！」

　鋭敏な部分をくすぐられ、全身に快感が湧き上がってくる。

　理紗は涙目になりながらも、下肢を戦慄かせて喜悦の声を上げた。

「さあ、もっと淫らに鳴きなさい」

　嗜虐心を孕ませた声でささやくと、貴明は容赦なく雌核をなぶり始めた。

「はぁぁぁあん！」

　秘芽を激しく責め立てられたことで、理紗の嬌声は一際甲高くなり全身の仰け反りも強くなる。

　指の腹でグリグリと捏ね回され、肉芽は淫らに脈動して膨らみを増していく。二本の指で掻き乱されている蜜口も、いやらしく収斂を繰り返しては官能の雫を溢れさせていた。

「や、あ……あぁ……！　貴明……さん……、そんなに……しないで……！」

　理紗は悩ましげな表情を浮かべては、何度も体を揺らして淫靡な悲鳴を上げる。

　そのたびに豊満な乳房も弾み、より艶めかしい雰囲気を醸し出していた。

　あられもない痴態を晒す理紗を、貴明は恍惚とした面持ちで見つめていた。

「こうして抱くたびに、君はどんどん美しく淫らになっていくな……。いっそこのまま、私のものにしてしまいたいぐらいだ……」

「え？」

　貴明の言葉を耳にした瞬間、理紗は驚きから目を丸くする。

　――それは偽装ではなく、本当の婚約者にしたいという意味なのだろうか？

　だが、自分と貴明とではあまりにも不釣り合いだ。お互い年齢は離れているし、身分だってあまりにも違い過ぎる。

（私ったら、何を勝手に期待しているの……）

　毎日愛されているからといって、貴明のものになったわけではないのだ。

　つい浮かれてしまう自分が情けなくて、理紗は内心で自嘲する。

　すると貴明は、苦笑いを浮かべて理紗の顔を覗き込んだ。

「やれやれ、急に意識を逸らすとはいけない子だ。しっかり集中しなさい」

「あぁぁッ！」

　仕置きとばかりに秘花を苛烈になぶられ、理紗は悲鳴に近い声で何度も戦慄く。

　同じように淫芽も指先で責められ、下肢全体の痙攣が止まらなくなる。

「あ、あぁ！　貴明さん……ごめんなさい……」

　喘ぎ混じりに謝罪するが、貴明の指戯は容赦なく続く。

　そのせいで鋭敏な部分は疼きを増して、更なる愛撫を求めるようにヒクヒクと収斂した。

　こんなに激しくされたら、すぐにでも達してしまいそうだ。

　しかし、貴明は何の前触れもなく指戯を中断してしまう。

「あの、貴明……さん……？」

　急にどうしたのだろうかと首を傾げていると、理紗は突然ソファーに押し倒された。

「いけない子には仕置きをしないとね」

　嗜虐心を滲ませた声音で告げたのち、貴明は花唇に顔を近づけて舌先で愛撫し始める。

「あ、あぁッ！　貴明さん……駄目ェ！」

　濡れた舌でなぞられた瞬間、淫襞は歓喜に震えるように痙攣し、理紗は悲鳴に近い声を上げた。

（ああ……いや……。貴明さんに……こんないやらしいことされるなんて……）

　先程の自分がしていたように、彼が性器を舐めるなんて信じられず、理紗は呆然とするばかりだ。

　やめてほしいと思う一方で、指戯とはまた違った快感から体の芯が熱く疼き、新たな濃蜜が止め処なく溢れ出てくる。

「ふ……うぅ……」

　痴態を間近で見られたことへの羞恥や、貴明の端整な顔を穢してしまう申し訳なさから、理紗は目に涙を浮かべてすすり泣く。

　しかし貴明は特に気にした様子もなかった。

　そればかりか恥蜜を味わうように、性器全体に舌を這わせ始めたのだ。

「や……あぁ……ッ！」

　淫蜜まで吸われるなど、恥ずかしいことこの上ない。

　濃厚かつ淫靡な舌戯から逃れたいが、貴明に太腿をしっかり抱えられている上に、狭いソファーの上では身動き一つできない。

　せめてもの抵抗に、理紗がわずかに身を捩らせると、貴明は小さくため息をついた。

「あ、はぁ……」

　熱い吐息がかかっただけで、秘花は鋭敏に反応していやらしく震え上がる。

「逃げられないとわかっていて、尚も逃げようとするのか。理紗は悪い子だな」

　言い終えると同時に貴明は、膨らんだ肉芽も愛でるように扱いていく。

「あぁっ……ああん……！」

　理紗は腰を痙攣させながら、大量の淫蜜をどっと迸らせた。

　敏感な突起への舌責めは苛烈で、少し擦り上げられるだけで今にも達してしまいそうである。

「は、あぁぁ、あぁ……ッ！」

　責め立てるように淫芽を舐り回され、理紗の全身が大きく跳ね上がる。

　その反応を楽しむように、貴明は熱心に雌核をなぶり続けた。

　舌先でくすぐられ、時折優しく吸われるという行為を繰り返され、花芽はヒクヒクと小刻みに脈動していた。

　ずっとこんな風に舐められ続けたら、快楽のあまり理性を失ってしまいそうで怖い。

「はぁ……うぅ……。貴明さん、もう……許して……」

　理紗は喘ぎ混じりの声で懇願する。

「私は最初から怒ってなどいない。ただ、行為の最中に意識を逸らされるのが嫌なだけだ。わかったかい？」

「はい、気を付け……ます……」

「いい返事だ」

　貴明は花唇に優しく口づけると、理紗を淫獄から解放する。

　その途端に全身の力が一気に抜けて、理紗は半ば放心状態でもたれていた。

「少しいじめ過ぎてしまっただろうか……？」

　彼は心配するような素振りを見せるが、すぐに気を取り直して己の雄に避妊具を装着した。

　ついさっき射精したばかりだというのに、男根は早くも硬く勃ち上がっていた。

　それから貴明は理紗の体をしっかり、隘路をゆっくり貫いていく。

「はぁぁ……」

　獰猛な昂りが挿入された途端、雌芯がビクビクと痙攣し始める。

　淫靡なうねりが男根を刺激したらしく、貴明は陶酔した眼差しを向けてきた。

「君の中はいつも、私を受け入れるたびに喜んでくれるね。嬉しい限りだよ」

　彼は理紗の耳朶に軽く口づけたのち、ゆるゆると律動を開始した。

　その直後、彼の猛茎はすぐさま硬起していった。

「はぁ……あ……。もう……こんなに大きく……」

　理紗は艶めいた声で喘ぎながら、埋め込まれた肉棒の感覚をたまらず言葉に表した。

「清楚な君がそんなことを口にするとは、これはまた意外な一面を見られたものだ」

　普段は決して見ることのできない、理紗の淫靡な姿にますます劣情を掻き立てられたのだろう。貴明は嬉々とした面持ちで肉棒を穿ってくる。

「あぁンッ！」

　理紗は大きく背中を仰け反らせて嬌声を上げた。

　決して激しく突かれているわけではないが、たくさん快感を与えられた体には強すぎる刺激だった。

「君がこんなにも感じるようになって嬉しい限りだよ」

　貴明は満足げに微笑むと、硬い切っ先を子宮口に擦り付けてくる。

「あぁ……！　貴明……さん、もっと……して……」

　官能に溺れていた理紗は、たまらず淫らな懇願をしてしまう。

　彼女から求められて嬉しかったようで、それに応えるように貴明の律動は激しさを増した。

　身も心も快感に支配されていくようだった。

　理紗が全身をガクガクと揺らして歓喜に戦慄くと、膣襞もいやらしくヒクついて雄肉にまとわりつく。

「すごい締めつけだな……」

　貴明の声はいつにも増して熱を帯びており、同時に息も荒くなっていた。

「こうして君の中にいるだけで、すぐに達してしまいそうになる……」

「あん」

　耳朶を軽く口づけされ、体に甘い痺れが駆け抜けていく。

　その弾みで下肢全体が引き攣り、より強く貴明の屹立を締めつける。

　また、彼の精悍な顔が歪むと同時に、肉茎も膣内で更に怒張していった。

「言ったそばから煽ってくるとは……。これでは抑えが効かなくなるじゃないか」

　貴明は苦笑交じりにつぶやいたのち、抽送の速度を上げていった。

「やっ、あっ、あぁッ――！」

　熟れた隘路を熱く穿たれ、理紗は喜悦の声で鳴いて何度も体を仰け反らせた。

　硬い切っ先が当たるたびに、子宮口も収斂を繰り返して疼きを増していく。

　不意に、貴明が肩に柔らかく口づけてきて、しばしの間唇を押し当てていた。

「あ……」

　優しい口づけで胸が高鳴り、体もますます熱く火照っていった。

「理紗、私の方を見て」

　貴明に優しく声をかけられ、理紗はすぐに顔を上げて目を合わせる。次の瞬間、唇をそっと重ねられた。

「ふ……うぅ……」

　互いの舌を絡ませていると、大きな手で乳房を包まれて優しく揉みしだかれる。

　そうしているうちにだんだんと、たわわな実りを揉む手つきも淫らなものになっていき、律動の速度も上がっていった。

「ふぅ……。んっ……ぅ……」

　蕩けるような口づけを繰り返しながら、指先で乳首もクリクリと捏ね回される。

　乳嘴を弄られるたびに、腎兪に生じた快感が下肢の中心に伝わって、子宮の奥が熱く疼く。

　同じように媚肉も淫らに蠢いて、何度も男根に絡みついた。

「ん……」

　貴明も微かに吐息を漏らすと、より獰猛に子宮口を穿ってくる。

「あぁぁっ！」

　淫襞を獰猛に擦られ、灼けるような疼きが全身に広がる。

　埋め込まれた雄肉も、これ以上ないぐらい中で張り詰めていた。

「理紗、一緒に果てよう……」

　貴明は甘くささやいたのち、絶頂に向けて律動を速めていく。

　更に豊満な膨らみや乳首もなぶられ、仕舞いには雌核も執拗に擦られた。

「あっ、あぁあ！　駄目、そんなに……たくさんは……！」

　理紗が喘ぎ混じりにかぶりを振るも、貪るような抽送と愛撫は止まらず激しさを増すばかりである。

　全てを奪われるような激しい快楽に、何度も気を遣りそうになる。そのたびに貴明は意識をつなぎとめるように、理紗の肌に唇を寄せては甘噛みしてくるのだった。

「……君の全てが欲しい……。何もかも……奪ってしまいたい……」

　貴明はうわ言のように陶然とつぶやく。

　すでに思考が官能の奈落に堕ちていた理紗には、彼の言葉の意味を考える余裕などなかった。

　ただひたすら、与えられる快楽を貪るように喘いでは、恍惚の面持ちで下肢を大きく引き攣らせるのだった。

　そしていつしか理紗も、貴明の律動に合わせてたどたどしく腰を動かしていた。

　次の瞬間、肉襞はビクビクと痙攣して、男根も大きく脈動を開始する。

「く……うぅ……」

　貴明は苦しげに呻くと小刻みに腰を震わせた。

「理紗、すまないが……私はこれ以上……持ちそうにない……」

　言い終えるや否や、彼は子宮口に何度も激しい突きを叩き込む。

「あぁぁぁぁッ！」

　理紗は歓喜の悲鳴を上げて狂ったように戦慄いた。

　数え切れないほど全身を波打たせたのち、理紗はぐったりした様子で貴明にもたれかかる。

　心身共に絶頂に果てて惚けていると、貴明から甘く優しい口づけをプレゼントされる。

「お互いすっかり汗だくだな。一緒にお風呂に入ろうか」

　理紗が返事をするよりも先に、彼はそっと体ごと抱き上げて浴室へと連れて行った。

　

　

　甘い香りが漂う泡で満たされたバスタブの中でも、理紗は貴明から体の隅々をたっぷり愛撫された。

「貴明さん、自分の体は自分で洗いますから……本当に大丈夫です……」

「遠慮することはない。ほら、もっと私のそばへおいで」

　理紗がいくら断っても、貴明は一切聞き入れることなく、彼女の体に泡を塗りたくっていった。

　入浴ぐらいゆっくりしたいのに、これでは少しも落ち着いて湯浴みすることができない。

「あぁ……」

　泡で滑るせいか、あるいは貴明に洗われているせいか、理紗は先程の情交と同じぐらい感じて嬌声を上げてしまう。

　特に秘部を洗う際の手つきがいやらしく、下肢がひとりでに戦慄いた。

「おや、私に体を洗われただけで、もうこんなに感じてしまったのかい？」

　貴明は肉芽をゆっくり撫で回しながら問いかけてくる。

「ち、違います……！」

　理紗はすぐさま否定するも、震える声では説得力がないのは充分すぎるほどわかった。

　その後も貴明の手は止まらず、感じる部分を弄られるたびに理紗は達きそうになった。

　一通り体を洗い終わりシャワーで泡を流したところで、貴明からとんでもないことを告げられる。

「次は君の番だ。私の体を洗ってくれるかい？」

「わ、私がですか!?」

　驚く彼女とは対照に、貴明はにこやかに微笑むばかりだ。

「ぜひ君に洗ってほしい」

「そんな……」

　優しい口調ではあるが、ほとんど命令に近い。

　理紗は羞恥に耐えながら、スポンジを手に取り貴明の体を洗い始める。

　異性の体を洗うなど初めてのことなので、緊張と気恥ずかしさから手が震えてしまう。

　たくましい胸板に泡を擦りつけているだけなのに、なぜかいやらしいことをしているような気分になる。

　そのせいで、たっぷり愛でられた下肢がまたしても疼き、胸の高鳴りまで抑えられなくなった。

　早く終わらせたいと思う一方で、もっと感じさせたいという欲望も湧いてきて、理紗はたどたどしくも懸命に貴明の体を洗っていく。

　柔らかい海綿で鎖骨や胸板、そして腹筋を優しく撫でてやる。

　そうやって触れるたびに体の奥が火照り、理紗はますます劣情を掻き立てられていった。

「ここもしっかり頼むよ」

　それから貴明が指さしてきたのは、局部にある雄肉だった。

　先程、手で触れたり口で愛撫したりしたとはいえ、そこを洗うのだけはためらわれる。

　だが、こちらが無理だと訴えても、やめさせてもらえるとは思えない。

　――なぜこういう時だけ意地悪になるのだろうか……？

　理紗は内心で頬を膨らませつつも、おずおずと肉棒に手を伸ばして洗っていった。

　その際、決していやらしい触れ方をしたわけではないのに、傘の部分を少し触れただけですぐさま勃ち上がったのである。

「ああっ……また大きく……！」

　仰角を向いた肉茎に驚き、理紗は顔を真っ赤にして手を引っ込めた。

「どうやら君に触れられると、すぐに反応する体になってしまったようだ」

　貴明は可笑しそうに笑ったのち、なぜか理紗の胸に大量の泡を塗りたくっていく。

「あ、あの……貴明さん？　何を……してるんですか……？」

「君の胸で洗ってもらったら、さぞ気持ちいいだろうと思ってね。私の願い、聞いてもらえるかな？」

「そ、そんな……」

　ようするに、半勃ちになった男根を胸の谷間に挟んで揉むということだろう。

　これ以上、恥ずかしいことをさせられるなど、理紗には耐えられそうになかった。

　だが、今までの傾向を考えると、こちらが何を言っても聞き入れてもらえる可能性は低い。

　呆然と固まっていた理紗だったが、やがて意を決して貴明の股間に乳房を押し付けた。

「あ……」

　胸の中で雄茎が熱く脈打っている。その感覚に淫靡なものを感じ、下腹部全体の疼きを抑えられなくなる。

「そのまま揉んでみて」

「はい……」

　理紗は言われるがままに、二つの膨らみを上下に動かしていく。

　軽く扱いた程度だったにも拘わらず、雄肉はすぐにビクンと跳ねて硬さを増した。

「はぁぁ……」

　理紗は煽情的な声音で喘ぎながら身震いする。

　自身の胸に男性器を挟むなど、羞恥以外の何物でもないのに、その一方で快感すら覚えてしまうのだった。

「とても上手くできているよ」

　彼は満面に笑みを浮かべて、自身の雄に巨乳を押し付けている理紗を見下ろしていた。

（だから、こんなことで褒められても、恥ずかしいだけなのに……）

　理紗は顔を真っ赤にして、ひたすら肉茎に乳房を擦りつけていく。

　互いの体が泡にまみれているせいか、すごくよく滑りやすい。おかげで獰猛な雄は瞬く間に硬くそそり勃っていった。

「あぁ……。またビクビクって……」

　自身の胸の間で熱く脈打つ肉茎を感じるだけで、淫らな欲望がますます湧き上がってくる。

　貴明もまた、感極まった様子で下肢を震わせては、熱っぽいため息をつくのだった。

「私をこんなにも感じさせてくれるのは、やはり君しかいない……」

　貴明は喜悦の声でつぶやくと、乳首をそっと摘んでクリクリと弄り始める。

「や、ああッ！」

　何の前触れもなく乳首に刺激を与えられ、理紗は体を大きく引き攣らせて嬌声を上げた。

「私の体を洗っているうちに、君も敏感になっていたようだね」

　貴明は嬉々とした様子で乳嘴を引っ張っていく。

「あぁんッ……もう……。貴明さん、いきなり……触らないで……」

「君が懸命に奉仕する姿がかわいいものだから、つい悪戯したくなってしまった」

　貴明は悪びれる様子もなく、指先で何度も乳首を転がし続けた。

「あッ！　あぁ、そんなに……触れられたら、体……変に……なっちゃう……！」

　理紗は胸に肉棒を挟んだまま、体をビクビクと戦慄かせる。

　乳房も大きく揺れ動き、屹立した雄茎を刺激する形となった。

「く……ッ……」

　貴明は小さく呻いたのち腰を痙攣させる。

　その直後、豊満な膨らみに包まれた巨根も、大きく脈動を開始する。

　それが射精の兆候だと気付いた理紗は、すぐに離れようとするも再度体に雄の精を浴びせられてしまう。

「すまない、理紗。君の胸で揉まれるのが、あまりにも気持ちよかったものだから、抑えられなくなったんだ」

　貴明はすぐさまシャワーで流し、再び彼女の体を丹念に洗っていく。

　長いバスタイムが終わり部屋へ戻った後も、理紗は幾度となく貴明と激しく愛し合った。

「今日の君は一段と美しかったよ……」

　そしてベッドの中ではいつものように、甘く優しい声音でささやきかけては長い黒髪を撫でてくれるのだった。

　こうして甘い時間を過ごせるのも、例のセレブが集まる社交界が終わるまでだ。

　貴明を愛しているのだと自覚した今、彼と別れる日を迎えるのはとても寂しい。叶うのなら本当に結婚していつまでもそばにいたい。

（でも、私のわがままで彼に迷惑をかけるわけには……）

　理屈ではわかっているけれど、一度溢れ出した想いは止まらなかった。

　――もしこのまま彼への想いを断ち切れなかったら、自分はどうすればいいのだろうか？

　偽装婚約者になって間もない頃なら、簡単に割り切ることができただろう。しかし、今の自分にとってそれは困難に等しい。

　貴明から一心に愛を注がれるなか、理紗は込み上げてくる切ない気持ちを押し殺すのだった。







第三章　～永遠の愛を誓って～








　仕事に一区切りついたところで、貴明は紅茶を淹れて小休憩に入った。

　湯気と共にほのかなキャラメルの香りが漂ってくる。

　普段はアールグレイティーを飲んでいるが、今日は理紗のお気に入りのフレーバーを味わうことにしたのだ。

　こんな風に好みが合うところも、彼女に惹かれた理由の一つである。

　紅茶を飲み終えたところで、小さな四角い箱を取り出して蓋を開けた。

　中には赤く輝くルビーの指輪が入っている。先日、なじみの宝石店でオーダーした特注品である。

　プライベートではもちろん、仕事の時もこうして密かに持ち歩いていた。そうすることで、いつでもそばに理紗を感じられるような気がするからだ。

「理紗……」

　貴明が愛しげに名前をつぶやくと、傍らからため息が聞こえてくる。秘書の槇村だ。

　彼は若いながらも有能で、どんな時でも冷静な対応ができる男である。また、こちらに対しても物怖じすることなく、率直に意見を述べてくる。

　貴明はそんな槇村を高く評価し、仕事において誰よりも信頼していた。

「片時も忘れられないのであれば、早いところプロポーズなさってはいかがですか？　あまりグズグズしていると、理紗さんを他の方に取られてしまうかもしれませんよ」

　今回の件の事情を知っているだけに、いつまでも契約の関係でいることを気にかけているのだろう。槇村は事あるごとに、こうしてプロポーズを急かしてくるのだ。

「彼女もあなたを本気で愛しているようですし、何も問題はないでしょう」

「そんなことはわかっている。だが、私にも色々と考えがあるんだ。急かす気持ちはわからなくもないが、君は黙って見守っていてほしい」

「了解しました。あなたがそうおっしゃるのなら、この件に関しては何も口出ししません」

　槇村はあまり納得した様子ではなかったが、それ以上何も言わずに自分の仕事に戻った。

　彼の言う通り、理紗を強く想っているのなら、早いところプロポーズをするに越したことはない。

　そうすれば、彼女を偽装婚約者という縛りから解放してやれるし、心置きなく新婚生活を満喫できる。

　ただ、どうしても気がかりなことが一つだけあるのだ。

　先日、レストランで会ったマデリーンだ。

　にこやかに接してきてはいたものの、過去の件でこちらを相当恨んでいるに違いない。

　非があるのは明らかに向こう側なのだが、マデリーンのあの態度からして少しも反省していないのが見て取れた。

　そんな彼女のことだから、理紗を陥れようと画策する可能性も充分あり得る。

（私がマデリーンと関わってしまったばかりに、こんなことで頭を悩ませる羽目になるとは……）

　自分の愚かな過ちのせいで、愛する女性に不快な思いをさせたくなかった。

　そのためにも、今度のパーティーで周囲に理紗のことを認めさせた上で、正式にプロポーズするのが妥当だろう。

　皆が見ている前で自分達の仲を知らしめれば、さすがのマデリーンも付け入ることはできまい。

　貴明はもう一度、箱の中の指輪を見やる。

　宝石をルビーにしたのは、理紗の誕生石だからというのもある。しかし一番の理由は、最愛の女性の誕生石の方が、定番のダイヤモンドより特別感が出ると感じたからだ。

　――この指輪を渡した時、彼女はどんな反応を見せてくれるだろうか。

　こちらとしては、素直に受け取ってもらえるのが理想である。しかし理紗のことだから、最初は自分の立場を気にして遠慮するかもしれない。

　そのせいで、永遠に結ばれずに終わるのだけは避けたかった。

「槇村君、ちょっといいだろうか？」

「はい、何でしょうか？」

　貴明に呼びかけられるなり、槇村はすぐに手を止めて顔を上げる。

「理紗は喜んでくれるだろうか？」

　過去の失敗を引きずっているわけではないが、それでも考えると不安になってつい秘書に尋ねてしまう。

　意気地なしだと呆れられるかと思いきや、槇村は嫌な顔一つせず問いかけに答えてくれた。

「自分の誕生石をあしらった指輪をもらって、喜ばない女性はいないと思います。それが愛する人からの贈り物であれば尚更ですよ」

　事実、槇村はその方法で成功したのだ。その当事者が言うのだから間違いないだろう。

「ありがとう。君に相談して良かったよ」

　貴明が礼を言うと、槇村は微笑んで「あなたの成功を祈ってます」と言葉を返してくる。

　貴明は箱をそっと閉じると、残りの仕事を終わらせるべくパソコンに向かった。

　

　

　日付はついに、貴明が主催するセレブ達の集まるパーティーを迎えた。

　理紗はドレスに着替えて念入りに化粧を施し、首元は貴明にプレゼントされたパールのネックレスで飾り立てた。

　鏡に映る自分の姿が美しく輝いて見える。少し着飾っただけで、人間はこんなにも綺麗に変身するものなのかと、自分のことながら思わず見惚れてしまったほどだ。

「君は世界で一番美しい女性だ」

　黒の上質なタキシードに身を包んだ貴明が、満面の笑みで理紗を褒めてくれる。

　普段のスーツ姿もかっこいいが、今日は一段と彼の魅力が引き立っていた。

（こんな風に、貴明さんの元で甘くときめくような時間を過ごせるのも、もうすぐ終わりなんだ……）

　期間限定でも、初恋の男性と豪華な生活を送れるだけで幸せだというのに、どうしてもそれ以上の願望を抱いてしまう。

　その理由は言うまでもなく、貴明を心から愛しているからだろう。

　――でも、自分では彼に釣り合う筈がない。そもそも生きる世界が違うのだから。

　何度もそう言い聞かせているのだが、自戒すればするほど胸に秘められた想いを抑えられなくなる。

　俯いて思い詰めていると、貴明が気遣わしげに声をかけてくれた。

「暗い顔をしているが、大丈夫かい？」

「はい、ちょっと緊張しているだけです。私、昔から本番にすごく弱くて……」

　貴明に余計な心配をかけたくなくて、理紗はぎこちない笑みを浮かべてごまかした。

「礼儀作法は一通り練習したんだ、君なら絶対に上手くやれる。だからもっと自信を持ちなさい」

「はい」

　理紗が大きくうなずくと、彼は優しい笑顔で「その意気だ」と言って口づけしてくれる。

　だが、それでも彼女の心が晴れることはなかった。

　初めての社交界で緊張しているのも本当だが、何より貴明と別れるのが辛くてたまらないのだ。

（こんなことでは駄目よ。彼の婚約者としてふさわしいように、最後までしっかりやり遂げないと……！）

　理紗はどうにか悲しみを抑えて、貴明の腕を取りパーティー会場へ向かう。

　シャンデリアのまばゆい灯りが点る会場には、すでに多くの紳士淑女が集まっていた。

　自分には縁のない世界だと思っていたが、こうして貴明にエスコートされているとセレブの仲間入りしたような気分になる。

「やあ、貴明」

　程なくして、一組の男女がそばまでやって来て、英語でにこやかに挨拶をした。

　彼らは理紗の存在に気付くなり、「そちらの女性は？」と尋ねてきた。

「私の愛しの女性、理紗だ。理紗、こちらは私の友人のライヘンバッハ夫妻だ」

「初めまして、リサ・タチバナです」

　理紗は緊張しつつも、流暢な英語で自己紹介し夫妻と握手を交わす。

「おお！　独身主義者だった君が、ついに結婚を決意したとは実にめでたい！　こんな朗報を聞けるとは思わなかったよ！」

「こんなかわいらしいご令嬢に巡り会えて、本当に良かったわね。私も主人も心から祝福するわ」

　何も知らないライヘンバッハ夫妻は、貴明の婚約を自分達のことのように心から喜んでくれる。

　――これが偽装でなければ、どんなに嬉しかったことやら……。

　理紗は複雑な心情になりながらも、笑顔で感謝の言葉を伝えた。

　それから彼女は貴明と共にしばしの間、シャンパングラスを片手にライヘンバッハ夫妻と言葉を交わした。

　自分達の馴れ初めや結婚式の日取りなどをあれこれ訊かれたが、事前に貴明と打ち合わせしていたので滞りなく話を進めることができた。

　話に一区切りついたところで、貴明は会場にいた全員を集める。

　大勢の人に注目されて緊張が走るも、それを察した貴明が理紗の肩をそっと抱いてくれる。

「お集りの皆様、ご紹介します。こちらは私の伴侶となる女性、リサ・タチバナです」

「初めまして、リサ・タチバナと申します。この社交界では新参者ですが、どうぞよろしくお願い致します」

　普段なら緊張で声が上擦っているところだが、貴明に見守られている安心感から上手く話すことができた。

　次の瞬間、会場内からどっと拍手と歓声が湧き上がり、参加者達が次々と祝福の言葉をかけてくれる。

　理紗は満面の笑顔で応えるも、彼らを欺いているという罪悪感から、胸が締めつけられるような思いだった。

　会場が大いに盛り上がる中、水を差すように聞き覚えのある声が響き渡る。

「その女は彼の婚約者なんかじゃないわ」

　悠々とした足取りで入ってきたのは、先日会ったマデリーンだった。

　彼女はそばまでやって来ると、理紗に勝ち誇ったような笑みを向けてくる。

　その眼差しには悪意が込められており、理紗はたまらず身を強張らせた。

「おい、君。挨拶もなしにいきなり入ってきたうえに、そうやって言いがかりをつけるとは無礼にも程があるぞ」

　参加者の一人がマデリーンを非難するが、彼女は全く意に介さず理紗を容赦なく貶める。

「あなたのこと、調べさせてもらったわ。婚約者なんかじゃなくて、貴明さんが経営する会社の社員だそうね。彼を誘惑するだけに飽き足らず、図々しく偽装婚約者を演じるだなんて、清楚な顔してとんだ淫乱女だわ」

　マデリーンの言葉を聞くなり、誰もが驚愕と疑問の声を上げて理紗と貴明に説明を求めてくる。

　突き刺さるような視線が痛くてたまらない。自分の正体を思わぬ形で暴露され、理紗は今すぐ逃げ出したい衝動に駆られた。

　今回の件で貴明の社会的信頼は、一気に失われることになるだろう。

（何もかも私のせいだ……！）

　最後の最後で、愛する人に迷惑をかけることになってしまい、理紗は悔し涙を浮かべる。

　自責の念に駆られていると、貴明は両肩に手を置いてそっと耳打ちしてきた。

「理紗、何も心配はいらない。ここは全て私に任せるんだ」

　それから彼は一歩前に出ると、冷静な対応でマデリーンに反論する。

「マデリーン、理紗を貶めるような発言はやめてもらおうか。確かに彼女は私の会社の社員だが、同時に婚約者でもある。それが何か問題でもあるのか？」

「この期に及んでまだ嘘をつくの？」

　マデリーンは肩をすくめて呆れ笑いを浮かべるが、貴明は表情一つ変えなかった。

「嘘だと思うのならそれで構わない」

　貴明はおもむろに四角い箱を取り出すと、その中身を理紗に見せた。

「え……？」

　理紗は信じられない思いで目を大きく見開く。

　入っていたのはルビーの指輪だった。それがエンゲージリングであることは一目瞭然である。

（貴明さんは本気で、私にプロポーズをするつもりだったの……？）

　自分が本当に愛されていたと知って驚くが、それと同じぐらい喜びや幸福感も込み上げてくる。

「皆さん、お騒がせして大変申し訳ない。我々は今から婚約します」

　貴明は参加者達に釈明したのち、理紗に真摯な眼差しを向けてくる。

「理紗、私と結婚してくれるかい？」

　嘘偽りのない誠実なプロポーズに、理紗の胸はジンと熱くなり再び涙が込み上げてきた。

　――彼は本気で自分を必要としてくれている。

　貴明との結婚が許されるというのであれば、もう何も悩んだり迷ったりすることはない。

　理紗が返事をしようとしたその時、マデリーンは納得のいかない様子で「ふざけないで！」とヒステリックに叫ぶ。

「私のことは平気で捨てたくせに、なぜこんな平凡な女と結婚しようなどと思うの!?　この女もどうせ、地位や財産目当てで近づいたに決まっているわ！」

「私のことを調べたというだけで、何もかも知っている風なことを言わないで下さい。それに私は、貴明さんのことを本気で愛しています。過去に貴明さんと何があったか知りませんが、あなたに貴明さんを譲るつもりはありません」

　自分でも驚くぐらい、理紗は毅然とした態度で反論していた。

　慣れないことをしたものだから、緊張から心臓がバクバクと激しく音を立てていた。おまけに指先が微かに震えている。

　だが、後悔はしていない。マデリーンに言われっぱなしでいるのは癪だったので、理紗は勇気を振り絞って自身の思いを全てぶちまけたのだ。むしろ清々しいぐらいである。

　よもや言い返されるとは思っていなかったのだろう。マデリーンはその美貌に似つかわしくない鬼の形相で怒りに震えていた。

「何て生意気な小娘なの……！　素直に謝って彼と別れるとこの場で言えば、許してあげようと思ったのに……！」

　その直後、マデリーンは勢いよく手を振り下ろそうとするが、貴明が即座に前に出て彼女の手首を掴んで阻止する。

「私の最愛の女性を傷つける者は、誰であろうと容赦はしない。わかったら今度こそ我々の前に姿を現すな」

　今まで聞いたことないような冷酷な声だった。それだけで、貴明がマデリーンに対して怒りを抱いているのが伝わってくる。

　すると会場にいた人達も、次々とマデリーンの言動を非難する声を上げる。

「彼に捨てられたのは、婚約中に浮気なんてするからでしょう。自業自得よ」

「全くだ。地位や財産目当てで近づいたのは、自分の方だろう」

　当のマデリーンは、貴明やパーティーの参加者達を忌々しげに睨んでいたが、やがて手を振りほどくと逃げるように会場を出て行った。

　緊迫した空気から解放された弾みで、理紗はその場に崩れ落ちそうになる。

　しかし、寸でのところで貴明がそっと抱きとめてくれる。

「大丈夫かい？」

「はい、ありがとうございます」

　理紗は貴明の手を取り体勢を立て直した。

「マデリーン相手にあそこまで言うとは、本当によく頑張ったね。やはり君は勇気のある女性だ」

　貴明は理紗を称賛したのち、頬に柔らかく口づけする。

　人前でキスされて恥ずかしかったものの、それ以上に褒められたのが嬉しくて、理紗はとても誇らしい気分だった。

「さて、邪魔が入ってしまったから、もう一度最初からやり直さないとな」

　彼は気を取り直して再び指輪を取り出す。

「理紗、君を心から愛している。私が妻になって欲しいと思う女性は君しかいない。どうか私と結婚してくれないだろうか？」

　真摯な眼差しはそのままで、貴明は言葉に情熱的な愛を込めてプロポーズをしてくる。

　大勢の人が見守るなか、返事をするのは恥ずかしかったが、彼の想いにちゃんと応えたくて理紗は笑顔を浮かべた。

「はい、喜んで……！」

　彼女が大きくうなずくと、先程より更に大きな歓声が上がった。

　そんな中、ライヘンバッハ氏が前に出て祝杯の音頭を取ってくれる。

「今夜は皆で二人の婚約を盛大に祝おう！　乾杯！」

　彼に倣って誰もが次々と、手にしたグラスを高く掲げて乾杯した。

　大勢の人に祝福され、理紗の心は喜びに包まれていった。

「貴明さん、本当に抜け出してしまって良かったんですか？」

　貴明に連れられて中庭へとやって来た理紗は、にぎわっている会場を何度も振り返りな

がら尋ねる。

　一応、今夜のパーティーの主役は自分達だ。そんななか、抜け出してしまうのはまずいのではないだろうか。

　だが、貴明は鷹揚とした態度で、「気にすることはない」と答えた。

「あれだけ盛り上がっているんだ、誰も気付かないだろう。仮に気付いたとしても、結婚

前の我々を気遣って何も言わない筈だ」

「はあ……」

　貴明の言葉には妙な説得力があり、理紗はそれ以上何も言わずただうなずくしかなかっ

た。

「それより、どこから話そうか。色々と訊きたいことがあるだろう？」

「どうして私にプロポーズしようと思ったんですか？」

　理紗は真っ先に、一番気になっていることを尋ねた。

「私には特にこれといった魅力もないですし、何より私と貴明さんとでは――」

　彼女の言葉を遮るように、貴明はそっと唇を重ねてくる。

「ん、んっ……」

　短い口づけを交わしたのち、貴明は柔和な笑みを浮かべる。

「そうやって、自分を過小評価するのはよしなさいと何度も言っただろう？」

　優しくたしなめられ、理紗はばつが悪そうに「気を付けます……」と謝った。

「いい子だ」

　貴明は満足げに微笑むと、理紗をそっと抱き寄せた。

「初めて見た時からずっと、君が気になっていたんだ」

「初めてというと、私がこっちへ来た日ですか？」

「いや、違う。もっと前からだ」

「え？　もっと前って、まさか――」

　理紗が初めて貴明を見かけたのは、まだ新入社員だった頃である。考えられるとすればその日しかない。

（でも、あの時は何も言葉を交わした記憶はないけど……）

　理紗が首を傾げていると、貴明が愁いを帯びた瞳で語り始める。

「今まで私に近づいてきた女性は皆、財産目当てか玉の輿狙いだった。おまけに当時婚約していたマデリーンにも裏切られた。彼女のことをよく知りもせず惚れ込んでしまった自分は、何て愚かだったのだろうと後悔すると同時に、一生独身を貫こうと誓ったんだ」

　愛した人に裏切られた貴明の悲しみと怒りは、想像を絶するものだったに違いない。

　理紗は胸が締めつけられるような気持ちになると同時に、彼を裏切ったことを微塵も反省していないマデリーンに怒りを覚える。

「ところが三年前、私の人生を大きく変える人が現れた。理紗、君だよ」

「え？」

　自身の存在が、それほど大きな役割を果たしたとは思えない。

　ますます疑問を抱く理紗に、貴明は感慨深げに言葉を続けた。

「東京に出向いていたあの日、エントランスに迷い込んで弱っていた蝶を手に乗せて、外の植え込みへ逃してあげる君に目を奪われ、同時に興味を持った」

「そんなこと……ありましたっけ？」

　今の今まで完全に忘れていたが、言われてみればそんな出来事があったような気がする。

　あの場に居合わせていた他の女性社員は、床に落ちて弱っていたアゲハ蝶を見るなり、悲鳴を上げたり気味悪がったりしていた。

　放っておけば死んでしまうので、ひとまず花のある場所まで連れて行こうと、理紗はすぐに手を乗せて逃がしてやったのだ。

　そんな他愛のないことが、貴明の心を動かすきっかけになったのが嬉しくて、理紗は感動で胸がいっぱいになる。

「私には、あの時の君の姿がとてもまぶしく見えたよ。それから君の仕事ぶりも高い評価を得ていると知り、ますます気になった私は君をパリに呼び寄せることにしたんだ」

「え？　じゃあ、今回の出張は貴明さんの計らいだったんですか!?」

　理紗の問いかけに、貴明は鷹揚にうなずいた。

「ああ、その通りだ。しかし、会社の前で君が付きまとわれていたのは、完全に想定外だったがな。あの時の奴の言動には腹が立ったし今も許せないが、あれのおかげで君との距離が一気に縮まったから悪いことばかりではないと考えている」

　貴明の言う通り、あの出来事がなければ偽装婚約者を演じるどころか、今こうして互いの想いが一つになっていなかったであろう。

「偽装婚約者を演じて同棲するうちに、私の中で君が欠かせない存在になっていった。初めて抱いたあの晩、君を絶対に放すまいと決意した」

「それは私も同じです。初めて見た時からあなたは憧れの人でしたが、この期間の中でどんどん惹かれていって、本当に一緒になれたらなって強く願うようになりました」

「では、ゆっくり時間をかけて君の心を掴むという私の計画は、見事に成功したというわけだな」

　貴明は満面の笑みを湛えて理紗を強く抱きしめた。

「ちょっと、貴明さん！　こんな人目につきやすい所で、恥ずかしいです！」

「我々は晴れて婚約したんだ。こうして抱きしめるぐらい、何も悪いことではないだろう」

　貴明は一切気にした様子を見せず、理紗を離そうとしない。

「もう……」

　恥ずかしそうに顔を赤らめる理紗だったが、彼の愛やぬくもりを直に感じられて幸せだったのも事実だ。

　それから改めて、左手の薬指に嵌められた指輪を見やる。

　燃え盛るような赤いルビーが、左手の薬指の上で美しく輝いていた。

「指輪の宝石、私の誕生石にしてくれたんですね」

「その方が、いかに君を愛しているか伝わるのではと思ってね。気に入ってもらえただろうか？」

「はい。今までもらったプレゼントの中で、一番嬉しかったです。本当にありがとうございます」

　理紗は頬を薔薇色に染めて、貴明をそっと抱き返した。

　屋外でこんなことをするのは恥ずかしかったが、少しでも自分の愛を伝えたかったのだ。

　その刹那、貴明の瞳に欲望の色が浮かび上がる。

「プロポーズしたそばから私を煽るとは、君もなかなかやるな」

「え……？」

　耳元で妖しくささやかれ、早くも体が官能の予感に期待してしまう。

　すると貴明はそれを察したかのように、誘惑するような言葉を告げてくる。

「今夜は今まで以上に、じっくり君を愛するつもりだ」

　ただ抱き合っているだけなのに、ひどく不埒なことをしている気分になり、理紗は貴明の腕の中でうろたえるのだった。

　

　

　パーティーが終わって家に戻る頃には、時刻はすでに夜中の十二時になっていた。

　――今日は何て良い日なのだろうか。

　一時はトラブルに見舞われたものの、ずっと憧れていた男性と本当に結ばれたのだ。理紗にとって、これほど喜ばしいことはない。

　帰宅の道中、車の中で自分達の今後について話し合った。

　貴明の仕事が一段落したところなので、来週の始めに日本へ戻り実家に挨拶する予定だ。

（私が結婚するって言ったら、家族は何て言うかな？）

　最初こそ驚くかもしれないが、理紗の結婚を祝福してくれるだろう。妹なんかは取り乱して大騒ぎするかもしれない。

　想像するだけで自然と笑みがこぼれ、家族に会うのが待ち遠しくなる。

　入浴を終えて部屋へ戻ると、貴明はすでにベッドの上で待っていた。

　バスローブ姿の彼も色気に満ちており、理紗はついドキドキしながら見入ってしまう。

　案の定、貴明は意地悪く微笑んでからかってくる。

「おや、そんないやらしい目で見るとはいけない子だ」

「え？　あ、いえ、そんなことは――」

　言い訳する間もなく、貴明に抱き寄せられて情熱的な口づけを受けた。

「ん……ぅ……」

　この先もずっと、何度もこうして愛し合えるのだと考えるだけで、理紗の心は感動と幸福で満たされていく。

　互いの舌を何度も絡ませ、口腔を貪りながら優しくベッドに押し倒された。

　バスローブを脱がされ一糸まとわぬ姿になると、胸元に次々と口づけの痕を刻まれていく。ここ数日はずっと、情交のたびに肌に赤い印をつけられるのが恒例になっていた。

　口づけが一通り終わったところで、貴明はあらわになった乳房に手を伸ばしてくる。

　だが、理紗はその手をそっと引き留めると、すかさず体位を変えて貴明の上に乗った。

「今夜は私からさせて下さい」

　理紗の言葉に貴明は一瞬、驚いた様子で目を瞠る。

　しかし、すぐに艶めいた微笑を浮かべて、「君がそう言うなら任せよう」と承諾してくれる。

「ありがとうございます」

　理紗は丁重に礼を言うと、帯を解いてバスローブをはだけさせた。

　貴明の裸は何度も目にしてきたが、そのたびにやはり見惚れてしまう。

　理紗はしばし男らしい裸体を眺めたのち、彼を真似て胸板にそっと口づけした。

　その刹那、貴明はピクッと小さく身震いして微かに息を乱す。

　今度は手で優しく撫でさすり、そのまま乳首を遠慮がちに捏ね回してみる。

「あぁ……」

　貴明は艶めいた吐息を漏らすと、理紗に恍惚の笑みを向けてくる。

「まだ少ししか触れられていないのに、早くも理性を失ってしまいそうだ……」

　低く官能的な声音でささやかれ、胸が大きく高鳴り劣情も増していった。

　理紗は再度、たくましい胸板に口づけすると、まだ勃ち上がっていない雄茎をそっと掴む。

「はぁ……」

　その感触や形を手で感じるだけで、淫靡な願望が込み上げてきて、理紗は艶めいた吐息を漏らした。

　愛しさを込めて優しく扱いていくと、柔らかかった男根は即座に半勃ちする。

「やっ……」

　こんなにも早く反応するとは思わなかったので、理紗は驚いて手を離しそうになるが、どうにか堪えて奉仕を続けた。

「ふふ。恥ずかしげな君の表情、何度見てもかわいいな」

　貴明はからかいを帯びた眼差しを向けてくる。

「み、見ないで下さい……」

　一挙一動を見られながらの奉仕は恥ずかしい。それなのに彼は意地悪く笑うばかりだ。

「悪いが、その訴えは聞き入れられないな」

「そんな……」

　この様子では、何を言っても聞き入れてもらえないだろう。

　だが、情交時に見せる嗜虐的な一面にも、理紗はすでに惹かれつつあった。

　彼女は恥ずかしげに俯きながらも、雄茎をゆっくり丁寧にさすっていく。

　今のところ、貴明は余裕の態度を取っているが、刺激を与えている肉棒は確実に反応していた。理紗の手の中で脈動し始めているのがその証拠だ。

　――次はもう少し大胆なことをしてみよう。

　さすがに手で扱き続けるだけでは、貴明も満足できないだろう。

　続いて理紗は、自身の乳頭に亀頭を擦りつけてみる。

「あ、あぁ……」

　柔らかい乳首がジンと痺れ、たまらず嬌声を上げてしまう。

　あられもない姿を見せる理紗に、貴明はクスッと小さく笑った。

「なかなか大胆なことをするじゃないか。清楚な君の新たな一面を発見できて眼福だよ」

　意地悪くささやかれ、理紗の体温と胸の鼓動は一段と上昇する。

　今までなら羞恥心からやめているところだが、貴明が感じているところを見たいという欲望が勝りそのまま奉仕を続けた。

　そんな彼はというと、相変わらずポーカーフェイスを保っているが、微かに息が乱れている上に雄肉も少しずつ硬さを増していた。

　最愛の人が、自身の拙い奉仕でしっかり感じていることに、理紗はたちまち悦びに満たされていく。

　素直な反応が返ってくるのが嬉しくて、屹立したものに次々と口づけの雨を降らせた。

「ふ……ぅ……」

　理紗の唇が触れるたびに、雄茎はビクビクと身震いしてはより硬く隆起し、貴明の口からも煽情的な喘ぎ声が漏れる。

「はぁ……」

　理紗は恍惚の笑みを浮かべて、愛する人の猛りをじっと眺めた。

　最初の頃は恥ずかしさのあまり、まともに直視するのも憚られたほどである。しかし今は愛しさだけが込み上げてきて、ずっとこうして見ていたいと思えるようになっていた。

　しばしの間うっとり見つめていると、貴明が悪戯っぽく笑う。

「そうやってじっと見つめられると、ますます勃ってしまいそうだよ」

「もう、貴明さんったら……」

　彼の口から淫猥な言葉を告げられた途端、男性器をうっとり眺めていた自分がふしだらに思えて目を逸らした。

　顔を真っ赤にする理紗を見て、貴明はますます可笑しそうに笑った。

「笑い過ぎです……！」

　理紗は悔しさからたくましい胸板を拳で叩くが、当然ながら女の力ではびくともしない。

「ほら、そろそろ続けてくれないか。これではいつまで経っても満足できない」

　貴明はひとしきり笑ったのち、理紗の頭をそっと自身の股間に近づける。

「あ……」

　間近で猛ったものを見ることになり、羞恥心が一気に上昇していった。

　だが、そのことに対する不快感はない。むしろ淫靡な気分が上昇し劣情が増すばかりだ。

　理紗は自身の豊満な膨らみを、そそり勃つ雄茎にゆっくりと押し付ける。

　柔らかい乳房に包まれた肉棒は、歓喜に震えるように熱く脈動し始めた。

　その熱を感じた理紗もまた、より一層淫らな気分になるのだった。

　愛する男を喜ばせるべく、彼女はたわわな実りを上下に動かしていく。

「は……あぁ……」

　胸の谷間の中でそそり勃つ雄肉の感覚に、体が疼いて感度が上がっていくようだった。そればかりか情欲もますます盛んになり、もっと貴明を乱したいという想いに駆られる。

　理紗は自身の欲望に従い、強弱をつけて熱心に雄肉を扱いていった。

「ん……っ」

　不意に、貴明の口から煽情的な声が漏れる。また、巨いなるものも瞬く間に硬さと熱さを増していた。

（貴明さんがこんなにも感じてくれている……！）

　感極まった理沙は体全体を使って、盛んに乳房を擦りつけていく。

　躍動感が増して刺激が強くなったようで、貴明は下肢を小刻みに痙攣させては己の猛りを奮い立たせていた。

　まるで肉棒自身が、乳房に揉まれて悦んでいるみたいだ。

　胸の谷間から伝わる淫靡な熱に、理紗の体も反応し下腹部が疼き始めるのだった。

「以前より上手くなったな。年甲斐もなく感じてしまうよ」

　貴明は嬉々とした表情を浮かべると、二つの膨らみを掴んで軽く腰を動かしていく。

「あ、あぁ……ん……」

　その動きがどことなく抽送に似ており、理紗は自身の胸に男根を挟んだ状態で嬌声を上げた。その弾みで乳房がふるふると揺れて、滾ったものを更に刺激する形となった。

「あぁ……」

　貴明もまた、すっかり満悦した様子で再び喘ぐ。

　胸の谷間から覗かせた亀頭も、鈴口をヒクつかせて透明な先走りを滴らせていた。

　その淫猥な姿形を目にした理紗は、膨れ上がった先端に優しく口づける。

　すると雄茎はビクンと動いて、ますます嬉しそうに痙攣した。

　理紗は先走りを舐めとるように、舌先を亀頭に優しく這わせていく。

「一度に両方するとは、君もいやらしくなったものだ」

　貴明は懸命に奉仕を続ける理紗を陶然と見下ろす。

　彼に淫らな行為を褒められるのが嬉しくて、理紗は乳房を揉みながら亀頭周辺をじっくり舐った。

「あぁ……いいよ、理紗……。その動き……すごくたまらない……」

　貴明は感極まった声でつぶやいては、下肢の中心をよりいっそう奮い立たせる。

　元々魅力のある彼の低い声色は、更に艶を増しているように感じられた

　貴明の煽情的な姿に魅了されたように、理紗は肉棒全体を咥え込んで竿の部分も舐めていった。

　口いっぱいに広がる熱い感触に、劣情が一段と掻き立てられていく。

　貴明を気持ちよく達かせたいという欲求に駆られ、理紗は獰猛な雄を熱心に愛撫し続けた。

　彼女の想いに応えるように、肉茎は口腔内でより硬く漲っていた。

（何てすごいの。もうこんなに張り詰めている……）

　初めて奉仕をした時は、あんなにも恥ずかしさでいっぱいだったのに、今は感動で胸が満たされていくようである。

　その理由はきっと、こうして貴明を悦ばせてあげられるのは、自分しかいないという矜持があるからだろう。

　――ようやく自分にも、最愛の人の役に立てることが見つかった。

　たとえそれが淫らな行為であっても、愛する男にこうして喜んでもらえるのは、理紗にとってこの上なく幸せなことだった。

　理紗は貴明に恍惚とした眼差しを向けて、更にねっとりといやらしく雄肉を舐っていく。

「口での愛撫も、だんだん淫靡になってきたな……。このまま達してしまいそうだよ……」

　貴明は艶っぽいため息をついて、何度も腰を引き攣らせた。

　理紗もまた、悩ましげに喘ぎながら雄茎を扱き続ける。

　彼女の舌戯がより淫らになるにつれて、硬い肉棒は更に膨張し先走りを滴らせていた。

　もうすぐ絶頂の時は近い――そう悟った理沙は、鈴口の裏側から太い血管にかけて舐り上げる。

「ふ……うぅ……」

　その部分を愛撫されるのが一番気持ちいいようで、貴明は幾度となく全身を震わせては喘ぎ混じりのため息をつくのだった。

　――今度は彼の熱をしっかり受け止めてあげたい。

　その想いを胸に理紗は、無我夢中で雄茎を舐め続けた。

　何度も舌を這わされた男根は、より熱く脈打ってわずかな刺激で達きそうな様子である。

　最後の仕上げに太い血管をなぞると、限界まで漲っていた雄肉は大きく跳ねた。

「理紗……そろそろ、出すよ……」

　すっかり陶酔しきっていた貴明は、喘ぎ混じりの声でそっと告げる。

　そして下肢を大きく戦慄かせたのち、猛々しくそり返った巨根から熱い精を迸らせた。

「ん、んん～っ！」

　理紗は苦しげに呻きながらも、欲望の飛沫を口腔内でしっかり受け止める。

　ようやく射精が終わったところで、彼女は柔らかくなった男根を解放し白濁を呑み込んだ。

　苦味がひどい上に、喉にこびりつくほど粘着性が強い。

　それでも嫌な顔一つせずに嚥下すると、貴明はいつものように優しい笑顔で褒めてくれた。

「いい子だ、理紗」

　それからグラスの水を口に含むと、口移しで理紗に飲ませてくれる。

「ん……」

　ゆっくり飲み込んだところで、すかさず口腔に舌が侵入してきた。

「ふ……ぅ……」

　正式に婚約を交わした後だからか、今夜の口づけはいつにも増して甘く濃厚に感じられた。また、貴明の舌遣いもどことなく熱っぽい気がする。

　彼の熱愛に応えるように、理紗もたどたどしく舌を動かしていく。

　互いの舌を何度も絡ませていると、再びベッドに押し倒される。

　今度は途中で遮ったりせず、従順に貴明の愛撫を受け入れることにした。

「君は本当に、日に日に美しさを増していくな」

　貴明は熱い視線で理紗を見つめてくる。

　彼の眼差しには、獰猛な欲望が見え隠れしていた。その視線に射止められただけで、理紗の胸は妖しくざわめくのだった。

「今の君の顔、私に乱されるのを期待している時の表情になっている」

　貴明は色気に溢れた笑みを見せて、豊満な膨らみを揉みしだいた。

「あ、あぁ……」

　強弱をつけてやわやわと揉まれ、理紗の体は早くも官能の熱を帯び始める。

　こうして乳房を捏ね回されていると、胸の谷間に埋めていた猛々しい雄の感触を思い出して、下腹部までもがいやらしく反応するのだった。

「君が感じ始めているのがわかるよ」

　貴明は満足そうな面持ちで、二つの膨らみを揉み続けていく。

「は、あ……」

　その優しくも淫靡な手つきに、理紗は甘いため息をついて感じ入っていた。

　だが、奉仕をしている時から飢えていた体には、この程度の愛撫では物足りない。

　――もっとじっくり触れられたい……！

　理紗は欲しがるような眼差しを向けるも、貴明は素知らぬ顔でたわわな実りを揉んでいる。

　困惑しつつも彼女は、おずおずと口を開いて呼びかけてみる。

「あの、貴明さん……」

「どうしたんだい？」

　今頃気付いたかのように、貴明は何気ない素振りでこちらを向いた。

「その、もっと……触れてほしいんです……」

「今まさに、こうして君の胸に触れているじゃないか」

　甘えるような口調でねだってみたものの、貴明は焦らすようにじっくりと乳房をまさぐり続けるばかりだった。

「いえ、そうじゃなくて……。私は……他の部分にも……触れてもらいたいんです……」

「どこを触ってほしいんだ？　具体的に言ってくれないとわからないよ」

　優しい声色とは裏腹に、貴明は意地悪なことを告げてくる。

　この様子では間違いなく、部位を言わないと愛撫してもらえないだろう。

（やっぱり貴明さんは正真正銘のＳだ）

　意地悪な彼の言いなりになるのはちょっと悔しいが、なぜか不思議と許せてしまうのだった。

「乳首とか、クリトリスとかを……」

　羞恥心を堪えて言葉にすると、貴明はにっこりと微笑んだ。

「ちゃんと言えたご褒美に、君の望みを叶えてあげよう」

「ふ……あぁ……」

　乳輪を指先で優しくなぞられ、理紗は甘切ない声で喘いで小さく身震いする。

　刺激を受けたピンクパールの輪は、早くも色づいて中心の頂を勃たせていた。

「こんなにも早く反応してくれるとは、よほど私の愛撫を待ち侘びていたようだね」

　貴明は理紗の唇に軽くキスすると、乳首を指の腹で撫で回していく。

「あ、や……ぁ……」

　軽く触れられただけで疼きが生じ、早くも下肢の中心に淫靡な熱が生じた。

　愛でるようなその転がし方が、乳首を亀頭に擦りつけた時の動きにどことなく似ている気がする。

　そのせいで先程の奉仕を思い出してしまい、同時に感度も一気に上昇していく。

　想像の影響もあってか、乳頭はみるみるうちに硬く尖り、色も少しずつ赤みを帯びていった。

　そのいやらしい形はまるで、貴明からの愛撫を求めているようだった。

「理紗のかわいい乳首が、もうこんなに淫らな形になっている……」

「は、恥ずかしいので……あまり言わないで……下さい……」

　理紗が頬を赤らめて訴えるが、貴明の言葉責めは止まらない。

「頬も綺麗な紅色に染まって……。本当に綺麗だ……」

　貴明は胸の尖りをそっと摘んで、弄うように捏ね回したり引っ張ったりしていく。

「あ、あぁん……」

　理紗は乳房を揺らしながら、気持ち良さそうな声を漏らす。

　乳首に刺激を与えられるたびに、全身が甘い快感に震えて下肢の熱が増した。

　淫らな指戯を繰り返していた貴明は、ふと手を止めてじっと紅色の突起を見つめてくる。

　獰猛かつ嗜虐的な目つきにも感じて、理紗の体はますます熱く火照っていった。

「すっかり美味しそうに実ったな」

　貴明は赤く熟れた乳頭を指先で弾いた。

「あぁッ！」

　理紗は甲高い嬌声を上げて軽く仰け反る。

　その様子を見るなり貴明は、乳輪ごと口に含んで胸の頂を淫靡に舐め回した。

「あ、あ、あぁ……」

　濡れた舌の感触が気持ちよく、鋭敏になった乳首にはたまらない快感だった。

「あ、あぁ……貴明さん、もっと……」

　理紗は鼻に抜けるような甘い声色でねだる。

　貴明はそれに応えるように、更にじっくり舐ったり甘噛みしたりする。

「ひ……あぁ……！」

　少し強くされただけで快楽が増して、下腹部がじわじわと熱く疼いていく。

　理紗は頬を上気させて喘ぎ、小刻みに身震いするのだった。

　濃厚な舌戯を繰り返す傍ら、貴明はもう片方の乳房を揉みほぐす。

　舌先と歯、そして指の腹で乳頭をじっくり愛でられ、理紗は心身共に快感に溺れていく。

　両方の頂を弄られているうちに、下腹部の熱もだんだんと上がっていった。それだけに留まらず、秘処も早く触れてほしいと言わんばかりに、いやらしく収斂し始めている。

　すると貴明は見計らったように、理紗の下肢へと手を伸ばした。

　それから濡れ具合を確かめるように、割れ目を指先でそっとなぞっていく。

「は……あぁ……」

　触れられた瞬間、ゾクゾクするような快感が込み上げてきて、理紗はたまらず身悶える。

　クチュクチュと淫猥な水音を立てながら、貴明はゆっくりと指を動かして蜜口をほぐす。

「は……ん……」

　抽送に似た動きに感じた花唇は、淫らに収斂して彼の長い指を締めつけた。

「こんなにも締めつけてくるとは、よほどかわいがってもらいたかったようだね」

　貴明は嬉々とした面持ちで、更に奥へと指を押し進めていく。

「や、あぁッ！　そこ……いいッ！」

　指の腹でＧスポットを探り当てられた瞬間、理紗は甲高い嬌声を上げながら体を大きく揺らした。

　強い快感が閃光のように全身を奔り、息も自然と熱くなっていた。

　最愛の人に気持ちよく蕩けさせられ、理紗は身も心もすっかり悦びでいっぱいになる。

「このまま達くまで続けるよ」

　貴明は彼女の耳元で優しくささやくと、指を巧みに動かしてＧスポットを掻き乱してくる。

「はぁぁん！」

　快感はますます強くなり、下肢の震えが止まらなくなる。また、性器全体に帯びた疼きはどんどん増して、官能の滴りも止め処なく溢れてくる。

「とても気持ちいいようだね。こんなにうねっている」

　貴明は悦に入った様子で、理紗の性感帯をまさぐり続けた。

「あぁ……いい、すごく……いいの……！」

　リズミカルな撹拌に快楽が増加し、理紗はあられもないことを口走ってしまう。

（もう……抑えられない……）

　早く達したい気持ちと、このまま弄られ続けたい気持ちが交互に押し寄せて、下肢もより熱く疼いていった。

　一際強い快感がせり上がってきても尚、貴明はＧスポットをグリグリと捏ね回してくる。

「あっ、あっ、あぁぁッ！　もう、達くッ！」

　次の瞬間、背筋がざわざわと総毛立って、甘美な痺れがどっと駆け抜けていく。

「あ、あぁぁ……ン！」

　理紗は喜悦の絶叫を上げたのち、全身を大きく痙攣させて絶頂に達した。

「今夜はまだまだ、君を達かせてあげるよ」

　貴明はゆっくり指を引き抜くと、理紗の足を開かせて花唇を覗き込んだ。

「あ……」

　秘処があらわになった瞬間、全身が妖しくざわつくと同時に、子宮の奥がキュンと切なく収斂する。

「いつにも増して濡れている。先程の指戯がよほど気持ちよかったんだね」

　情欲に満ちた眼差しを向けられても、今日はなぜか羞恥心よりも快楽の方が大きかった。

（恥ずかしい場所を見られて、こんなに気持ちいいと感じるなんて……）

　理紗が酩酊したような面持ちになっていると、さっそく肉芽をクリクリと弄られた。

「ひっ、あぁん……！」

　強い快感が全身を駆け抜けて、すぐさま淫蜜が溢れ出てくる。

「かわいい突起を弄るとこんなにも溢れるとは、まるでスイッチのようだ」

　貴明は嬉々として蜜口や陰核をなぶり始めた。

「あぁ……！」

　理紗は何度も体を仰け反らせては淫らに喘ぐ。

　下肢の中心は更に疼きを増していき、淫裂は濃蜜をたくさん滴らせてビクビクと蠢いていた。責め苛まれている小さな突起も、充血して膨らみを増している。

　紅く艶めいた雌核を見て、貴明は感嘆のため息をついた。

「綺麗だよ、理紗。指輪のルビーと同じ色だ」

　彼は賛美の言葉をつぶやいたのち、肉芽に愛を込めてチュッと口づける。

「ひゃぁっ！」

　理紗は歓喜の悲鳴を上げて下肢全体を戦慄かせる。

　それから貴明は舌を出して、淫芽を優しく転がしていった。

「あ、そんな……！　貴明さん……駄目……！」

　理紗はかぶりを振りながらも仰け反りを強めていく。

　鋭敏な突起を舐められるのは気持ちいいが、未だに恥ずかしくて慣れない。

　思わず逃げ腰になる理紗だったが、当然ながら貴明がそれを許さなかった。

「なぜそうやって嫌がるんだ？」

「だって……貴明さんにここ、舐められるの……恥ずかしいから……」

　理紗が正直に答えると、貴明は優しく微笑みかけてくる。

「君は私にこうして気持ちよくしてくれただろう？　だから私も同じように、君を気持ちよくしてあげたいんだ」

　そう言うと貴明は、愛蜜にまみれた雌芯をじっくり舐っていく。

「は、あぁぁ……」

　理紗は喜悦に満ちた面持ちで、何度も全身をくねらせる。

　柔らかい舌が触れるたびに、彼の愛が伝わってくるようだった。

（ううん、本当に伝わってきてる）

　愛を確かめ合った今、理紗は強く確信していた。

　花唇も嬉しそうに蠢いては、官能の滴りを溢れさせている。

「こうして舐めてあげるたびに、君の花びらはこんなにもうねって露を滴らせている……」

　貴明は感極まった様子で淫蜜を味わっては、敏感な尖り勃ちを執拗にくすぐっていった。

「んっ！　あ、あぁ――ッ！」

　濡れた舌先で何度も擦られ、理紗は下肢を痙攣させて悦楽の声を上げる。

　すっかり屹立した官能の芽も、蜜に濡れて更に艶めきを増していた。

　貴明の愛撫は一段と激しくなり、理紗の体に際限なく快感と疼きを与え続ける。まるで彼の熱愛を具現化したような、濃厚かつ淫靡な愛撫だった。

（もう……気持ちよすぎてたまらない……）

　体だけでなく理性までもが、瞬く間に官能に呑み込まれていく。

　こうして幾度となく舐られたのち、理紗は大量の蜜を噴き出して絶頂に達した。

　淫靡な舌戯から解放された後も蜜口は戦慄き、雌核も小刻みに脈動していた。

　貴明はもう一度、可憐な尖りに優しく口づけする。

「あぁん」

　理紗はあえかな声で鳴いて軽く仰け反る。

「本当にかわいい声だ。何度でも聞きたくなる……」

　貴明は顔を上げると、淫靡な眼差しを理紗に向けてくる。そして、欲望の切っ先を恥裂へと押し当てた。

「あん」

　再び硬くなりつつある雄肉を感じて、花唇は物欲しげにヒクつく。

　――早く奥まで彼に満たされて、気持ちいいところをたくさん突かれたい。

　理紗は期待を込めた眼差しを向けるも、貴明はなぜかそこで止まったままである。まるで何かをためらっているように見えた。

「あの、貴明さん……？」

　理紗が不安げに呼びかけると、貴明にしては珍しくためらうように口を開く。

「……理紗、今夜はこのまま挿れていいだろうか？」

「はい。私、貴明さんの子供を産みたいです……」

　今度こそ本当の意味で、身も心も貴明と結ばれたい。そして彼と共に、末永く幸せな家庭を築いていきたい――その思いを胸に理紗は笑顔で答える。

「ありがとう、理紗」

　貴明は礼を言うと、彼女を強く抱きしめて唇を重ねてくる。

「ん、んッ……」

　愛する人と交わす口づけは本当に素晴らしい。胸の奥まで幸福で満たされていくようで、いつまでもこうしていたいぐらいだ。

　しばしの間、愛を確かめるように舌を絡ませたのち、貴明は隘路への侵入を開始した。

（あぁ、貴明さんが私の中に入ってきた……）

　何度も受け入れてはいたものの、今日初めて貴明と一つになったような気分だ。その理由はきっと、彼の熱が直に伝わってくるからだろう。

　硬い切っ先が最奥まで到達したところで、貴明はふと優しく微笑みかけてくる。

「もう何度も君の中に入っているのに、まるで今日初めて君と一つになった気がするんだ」

「ちょうど私も、同じことを思いました」

「こんなところでも君と気が合うとは、嬉しい限りだよ」

「私も嬉しいです」

　理紗が笑顔でうなずいたのち、喜びを分かち合うように再びキスをする。

　唇を離すと同時に、貴明はゆっくりと腰を動かしていく。

「あ、あ、あぁ……」

　快感が瞬く間に全身を迸り、理紗は表情を蕩けさせてあえかな声を上げた。

　隘路を行き来する男根は、みるみるうちに硬さを取り戻し、自身の存在を知らしめるように脈打っている。

　熱く獰猛な肉棒の感触が気持ちよく、理紗は得も言えぬ面持ちで抽送を味わっていた。

「君の中がいつもより気持ちよく感じられる……」

　すっかり感極まっていた貴明は、雁首を何度も子宮口に擦り付けていく。

「あぁッ！」

　理紗は短く喘いで腰を引き攣らせた。

　熱い切っ先を押し当られるたびに、子宮全体に痺れるような疼きが生じ、それがすぐに愉悦へと変化する。

「あぁん、気持ち……いい……。貴明……さん、すごく……いいの……」

　理紗は貴明の背中にそっと腕を回し、艶めいた声音でそっと呼びかける。

　いつにも増して色気を帯びた理紗を見るなり、貴明の瞳に宿る獰猛な欲望が一段と濃くなった。

「君は本当に、私を煽るのが得意だな」

　低く艶のある声音でささやくと、理紗の耳朶にそっと舌を這わせた。

「あん……」

　耳元を優しくくすぐられ、体の熱が一気に上昇する。

　全身が性感帯になったみたいだ。こうして耳朶を舐められるだけで、たちまち下腹部全体がより熱く火照っていく。

　そのことに気付いたのか、貴明は耳だけでなく乳首も責め立てていった。

「ああ……あぁ……！」

　一度に何ヶ所も鋭敏な部分をなぶられ、甘美な陶酔のうねりが絶え間なく訪れる。

　淫襞は普段より大きく戦慄いては、欲望の滾りにねっとりと絡みついた。

　隘路を蹂躙する雄茎も、より熱く漲って硬さを増していった。

「あぁ……奥、すごく……熱い……」

　子宮口に当たる切っ先の熱に絆され、理紗は恍惚の表情で感じたままのことを口にする。

「今夜はいつも以上に、君に熱を与えてあげよう」

　貴明は腰を大きく揺さぶらせて、抽送を徐々に速めていった。

「あ、あぁ……！」

　理紗は全身を小刻みに慄かせては、咽頭を仰け反らせながら淫らに喘ぐ。

　苛烈な抽送に翻弄され、子宮口はもちろん花唇までもがたまらなく疼いていた。

　隘路を責め立てている貴明も、熱っぽい息を吐いて体から淫靡なフェロモンを漂わせている。

「貴明……さん……ッ、激し……過ぎます……！」

　貫かれるような勢いで最奥を突かれ、理紗は上擦った声で音を上げる。

「私をその気にさせたのは君だ」

　貴明は鷹揚に言葉を返すと、蜜壷を撹拌するように激しく律動させた。

「は……あぁぁッ！」

　理紗は甲高い声を弾けさせ、何度も腰を引き攣らせる。

　淫襞のみならず子宮全体が、淫靡な熱に浮かされていた。蜜唇はますます濡れて、雄肉の動きを更に潤滑にしていった。

　貴明は荒い呼吸を繰り返しながら、熟れた媚肉を容赦なく責め立てていく。

「はぁ……はぁ……ぅ……」

　理紗もまた、あえかな声で背中を仰け反らせては、抽送に合わせるように自らも腰をくねらせるのだった。

　愛する男性によって、身も心も快感に支配される悦びに満たされていく。

　膣内に広がる熱を感じながら、理紗は貴明の体を強く抱きしめる。

　その刹那、媚肉がいっそう引き締まり、同時に剛直も硬さを増した。

「く……ッ！」

　貴明は小さく喘いだのち、肉棒を苛烈に突き動かしてくる。

「ああぁッ！」

　快感が堰を切ったように全身に迸り、理紗は喜悦の悲鳴を上げて何度も全身を波打たせた。

　硬い切っ先が当たるたびに、体の火照りが増していく。絶え間なく訪れる快楽に、何もかも奪われてしまいそうだった。

　酩酊したように頬を上気させていると、貴明は恍惚の笑みを向けてくる。

　そうやって見つめられるたびに、理紗の胸はいつもときめきを覚えるのだ。

「……理紗、達きたいかい？」

　熱い先端を擦りつけながら、貴明は焦らすように問いかけた。

　何度も理紗と行為をしてきた彼ならわかっているだろうに、どうしても理紗の口から返事を聞きたいらしい。

（こんなときまで、意地悪しなくてもいいのに……）

　少しばかり不満を抱きつつも、貴明のそんなところも魅力の一つだと思えてしまう。

「はい、貴明さんと……達きたいです……」

　理紗がはにかみながら言葉を返すと、貴明は満足そうに笑ってくれた。

「それじゃあ、二人で一緒に達こうか」

　言い終えるや否や、彼は熱い屹立を獰猛に叩きつけていく。

「あ、あぁ、あぁ――ッ！」

　理紗は腰を大きく引き攣らせて、絶頂の悲鳴を上げた。

　その直後、雄茎も大きく脈動を開始して、子宮口に熱い迸りを放つ。

　愛する人の精を受け止める悦びに震えるように、淫襞がビクビクと戦慄き肉芽も小刻みに痙攣していた。

　絶え間なく押し寄せる絶頂に呑み込まれ、理紗は気持ちよさのあまり昇天しそうになる。

　長い射精が終わったのち、貴明は満ち足りた面持ちで理紗の体をそっと抱きとめた。

「今夜は本当に、今まで生きてきた中で最高の夜だ……」

「はい。私も今までにないぐらい、すごく幸せです……」

　今の気持ちを言葉にしたのち、どちらからともなく唇を重ねる。

　甘く優しい口づけを交わすうちに、再び官能の予感が体の奥から湧き上がってきた。

　唇が離れたところで目を開けると、貴明の端整な顔がすぐ目の前にあった。

　情熱的な愛が込められた眼差しに、理紗はたちまち心を奪われてしまう。

「理紗、愛している。何があろうと絶対に、君を離しはしない」

「私も、貴明さんを愛しています。この先もずっと離れません」

　互いの深い愛を確かめるように、二人は強く抱擁し合った。

　すると貴明は不意打ちのように、射精を終えたばかりの男根を擦りつけていく。

「あ、あぁ……！」

　抽送の動きに反応するように、媚肉は即座にうねって淫靡な熱を帯びていった。

「や……！　貴明さん、ちょっとだけ……待って……！」

「すまないが、今夜は抑えが効きそうにないものでな……。それに、まだまだ君を達かせると言っただろう？」

「あぁ……駄目……。達ったばかり……なのに……」

　理紗が切実に懇願しても、貴明は悪びれることなく抽送を続けるばかりだ。

　一度は引いていた快感の余熱が、体の芯からじわじわと込み上げてくる。

　――結婚してからも、彼の愛は激しくなっていくに違いない。

　そうなったらきっと大変だろうけど、それ以上に胸が高鳴る素敵な日々を送れる気がする。

　幸せに満ちた結婚生活に想いを馳せて、理紗は瞬く間に快楽の波へ溺れていった。









終章








　自分達の婚約を真っ先に祝ってくれたのは、秘書の槇村だった。

　彼は最初から、貴明が理紗を手放すつもりなどないのを知っており、事あるごとにプロポーズを急かしていたという。

　だから理紗と貴明が結ばれて本当に良かったと、槇村は心の底から喜んでいる様子であった。

　正式に婚約を交わした翌週、二人は予定通り日本へ戻って理紗の実家へ向かった。

　娘の恋人が会社のＣＥＯだと聞いて驚いていた両親だったが、二人が愛し合っているならと認めてくれた。

　後日、貴明の実家にも出向き彼の両親と顔合わせした。

　最初は認めてもらえるだろうかと不安だったが、快く理紗を受け入れてくれたのである。

　一部の親族は身分が違うと反対したらしいが、貴明が「理紗以外の女性と結婚する気はない」と強気に出てくれたので、最終的には彼の熱意に押される形で認めたという。

　一方、自分達の仲を引き裂こうとしたマデリーンは、あの日以降姿を現していない。

　噂によると彼女は、別居中の夫と親権を巡って裁判を行う予定になっているらしい。そのような状態では、こちらに嫌がらせをする暇など微塵もないのだろう。

　全ての不安要素がなくなり、互いの家族との顔合わせが実現したのち、ようやく待ち望んだ結婚式を迎えた。

　式の会場となった教会は、セーヌ川のほとりに佇む高い尖塔が目を引くゴシック様式の建造物だった。

　煌びやかなステンドグラスとシャンデリア、そして三三七五本ものパイプで造られたパイプオルガンが設置された礼拝堂は、美と気品に溢れる素敵な場所だった。

（ここで貴明さんと誓いを交わせるなんて、何だか夢みたい……）

　プリンセスラインのウェディングドレスに身を包んだ理紗は、頬を薔薇色に染めて幸せそうに微笑んだ。

　この数ヶ月間の出来事を振り返っていると、純白のタキシード姿の貴明が控室に入ってくる。

　かっちりと正装した貴明は気品に溢れており、理紗は息を吞んで見惚れてしまう。

「今日の君は世界一美しい。このまま誰にも見せず、私の腕の中に閉じ込めてしまいたいぐらいだ」

　魅惑的な声音で甘くささやかれた刹那、理紗の胸は高鳴り体の奥から官能の熱が込み上げてくる。

「式が終わったら、この姿のままでゆっくり愉しもう」

　それはつまり、ウェディングドレスのまま理紗を抱くという意味だろう。

　美しいドレスを穢すのは気が引けたが、その一方で愛する人とゆっくり愉しみたいという気持ちもあった。

　理紗は困ったように笑いつつも、「優しく抱いてくれるのなら」と承諾したのである。

　壮麗な輝きに満ちた教会で大勢の人に祝福され、理紗にとって一生忘れられない大切な一日となった。

　幸せに満ちた結婚式から一ヶ月後、理紗と貴明はベネツィアへハネムーンに来ていた。

「綺麗……」

　理紗はホテルのバルコニーに出て、目の前に広がる運河を眺めて感嘆のため息をつく。

　太陽の光に照らされた水が青々と輝いている。その上を数隻の舟が行き交っていた。

　悠々とした光景に見入っていると、背後から貴明が静かに抱きしめてくる。

「理紗、今日の調子はどうだい？」

「大丈夫です」

　理紗は笑顔で返答するも、貴明は心配そうに顔を覗き込む。

「だが、少しでも異変を感じたらすぐに言うんだよ」

「わかってますよ」

　過保護な夫に呆れつつも、内心では彼の気遣いが嬉しくて、理紗は素直にうなずく。

　ベネツィアへ来て間もなく、急に体調が悪くなり食欲不振に陥った。すぐさま地元の病院で診てもらったところ、妊娠していることが判明したのだ。

　医師の診断を聞いた二人は、歓びのあまりその場で抱擁し涙したのである。

（次から次へと幸せなことばかりで、何だか夢みたい……！）

　まだお腹は目立っていないが、確実に小さな命が芽生えている――理紗はそのことを確かめるように、自身の腹部をいたわるように優しくさすった。

　すると貴明が、その上にそっと手を重ねてくる。

「君のことはもちろん、生まれてくる子も一生愛し続ける」

「だったら私も負けないぐらい、あなたと生まれてくる子を全力で愛し続けますね」

　理紗は後ろを振り返り、貴明に満面の笑みを向ける。

　その刹那、そっと唇を重ねられて優しく乳房を揉まれた。

「あんっ……！　今は駄目です……」

　日が高いからというのもあるが、何しろ二人が今いるのは運河に面したバルコニーだ。そんな目立つ場所で、ふしだらな行為に耽るのはいくら何でも不謹慎だろう。

　理紗の気持ちが伝わったのか、貴明は意外にもあっさり手を引っ込めてくれる。

「わかった。君がそう言うなら、夜までお預けにしよう」

「はい――って、え？」

　返事をしたところで理紗は、頭の中で貴明の言葉を反芻し瞠目する。

「あの、今……夜までお預けにするって言いました？　それは夜になったら抱くということですか？」

　理紗が恐る恐る訊き返すと、貴明は意味ありげに微笑んだ。どうやらこちらの勘が的中したらしい。

「ここ数日、全く触れ合いをしてないだろう。もちろん、君に無理をさせない範囲で抱く」

「でも、さすがにここではまずいのでは……？　他の人の目もありますし……」

「本当ならここでしたいところだが、君がそう言うなら仕方ないな……。だが、屋内で抱くのは問題ないだろう？　最後まではしないと約束する」

「はい」

　こちらの意思を尊重してもらったので、理紗も貴明の望みを叶えてあげることにした。

「ありがとう、理紗。やはり君と結婚して良かった」

　貴明は嬉々として理紗を抱きしめ、何度も口づけの雨を降らせていく。

「私も、貴明さんと結婚できて幸せです」

　すかさず同じ言葉を返すと、唇を優しく奪われて舌を入れられる。

「ん……ぅ……」

　人目につく場所で濃厚に口づけられ、理紗は気恥ずかしさを覚えつつも、深く愛される歓びと幸福で満たされていくのだった。
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　皆様、こんにちは。さくら茉ま帆ほです。

　こうして二作品目を出させていただくことになり、大変嬉しい限りです。

　前作を読んで下さった方はもちろん、本作が初めてという方も読んでいただき、ありがとうございます。

　

　前作のアウトロー系ヒーローと打って変わって、今回はＣＥＯのヒーローとの濃厚ラブなお話にしました。

　普段は紳士的で優しい貴明ですが、Ｈの時は濃厚な愛撫や言葉責めなどで翻弄するなど、かなりのドＳっぷりを発揮します。彼の性格や人物像はもちろん、Ｈの内容も私の性癖をたっぷり詰め込んでいます。皆様にも甘く淫靡な雰囲気が伝われば幸いです。

　身分の高い男性が恋のお相手なので、少しでも華やかな雰囲気を出すべく今回の物語の舞台は日本ではなくパリにしました。ファンタジー作品でヨーロッパ風の街を書いたことはありますが現代ものでは全く初めてなので、街並みや建造物の雰囲気をしっかり描写できるようネットで街並みを調べたり、パリが物語の舞台のモデルになった某ＲＰＧをプレイしたりして、イメージを膨らませていきました。

　ヒロインの理紗はアニメやゲームが大好きな今時の女性で、本作を読んでいて彼女に共感した方もいることでしょう。かく言う私もその一人です。なので、作中で理紗が自分の趣味のことを語る場面では、完全に彼女の気持ちになっておりまして、書いていてとても楽しかったです。

　

　前作に引き続き、今回も色々と指導して下さった編集様には感謝しかありません。本当にありがとうございます。

　表紙イラストを手がけて下さった辰たつ巳み仁じん先生も、ありがとうございます。大人の色気たっぷりの素敵なイラストで、貴明のたくましい裸体や理紗の官能的な姿に魅了されました。

　そして、いつも応援して下さる読者の皆様も、改めてありがとうございます。

　これからも、甘くときめく素敵な作品をお届けしていきますので、今後ともよろしくお願い致します。

　





さくら茉帆










【著者紹介】

　２０１３年からＷＥＢで小説を投稿し始め、２０２０年に本レーベルにて悲願の出版デビューを果たしました。

　小鳥とおじ様をこよなく愛しております。ＴＬ小説は読むのも書くのも好きです。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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